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【 写真 】佐賀牛を使った市学校給食の提供（11月 13日）
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ト ピ ッ ク ス

疫病収束を願い軽トラで巡幸
伊萬里神社御神祭

↑軽トラックに神輿を載せて幸
さいわい

橋を渡る氏子たち

た
。
は
っ
ぴ
と
揃
い
の
マ
ス
ク
を

着
け
た
男
衆
が
、
隊
列
を
組
ん
で

練
り
歩
く
姿
は
壮
観
。「
チ
ョ
ー

サ
ン
ヤ
」「
ア
ラ
ヨ
ー
イ
ト
ナ
」

の
か
け
声
が
沿
道
に
響
き
渡
り
ま

し
た
。

　
広
場
に
到
着
後
、
巫み

女こ

舞
や
合

戦
の
代
わ
り
と
な
る
『
喧け
ん

嘩か

太
鼓
』

が
奉
納
さ
れ
る
な
ど
、
厳
か
に
神

事
が
執
り
行
わ
れ
事
前
の
告
知
が

無
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
多

く
の
観
客
が
詰
め
か
け
ま
し
た
。

　
伊
萬
里
神
社
御
神
幸
祭
の
北
原

新あ
ら
た

実
行
委
員
長
は
、「
御
神
幸
祭

が
、
市
内
の
ほ
か
の
祭
り
や
イ
ベ

ン
ト
の
再
開
へ
の
一
助
と
な
れ

ば
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
10
月
25
日
、
市
街
地
で
伊
万
里

の
秋
の
風
物
詩
、
伊
萬
里
神
社
御

神
幸
祭
『
伊
万
里
ト
ン
テ
ン
ト
ン
』

の
本
祭
が
あ
り
ま
し
た
。
通
常
４

日
間
の
日
程
を
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
防
止

の
た
め
、
２
日
間
に
規
模
を
縮
小

し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
担
ぎ
手
が
密
集
・
密
接
す
る
の

を
避
け
る
た
め
、
荒あ
ら

神み

輿こ
し

と
団だ

ん

車じ
り

が
組
み
合
う
合
戦
を
中
止
し
、
巡

幸
も
４
基
の
神
輿
を
軽
ト
ラ
ッ
ク

に
載
せ
て
実
施
。
天
気
に
も
恵
ま

れ
た
こ
の
日
、
伊
萬
里
神
社
を
出

発
し
た
約
２
０
０
人
の
氏
子
た
ち

は
、
伊
万
里
商
工
会
議
所
前
広
場

ま
で
の
約
１
㌖
を
往
復
し
ま
し

今月の表紙 「いただきます」の合図
と同時に佐賀牛カレー
をほおばる立花小学校
の児童。コロナ禍で販
売が落ち込んでいる肉
用牛農家を支援しよう
と、11月13日、黒川
幼稚園や市立小・中学
校などで佐賀牛を使っ
た学校給食がふるまわ
れました。【10 ペー
ジに関連記事を掲載】
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わ
が
国
の
65
歳
以
上
の
高
齢
者
数

は
３
６
１
７
万
人
で
、
総
人
口
に
占

め
る
割
合
は
28
・
７
㌫
と
な
り
、
過

去
最
高
の
更
新
が
続
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
百
歳
以
上
の
高
齢
者
数
は
、

８
万
４
５
０
人
と
な
り
、
50
年
連
続

で
増
加
し
て
い
ま
す
（
厚
生
労
働
省

９
月
15
日
発
表
）。

　
本
市
に
お
け
る
65
歳
以
上
の
高
齢

者
数
は
１
万
７
１
４
９
人
で
、
総
人

口
に
占
め
る
割
合
は
31
・
７
㌫
と

な
っ
て
お
り
、
約
３
人
に
１
人
が
65

歳
以
上
の
高
齢
者
と
な
っ
て
い
ま

す
。
百
歳
以
上
の
高
齢
者
数
は
42
人

（
前
年
比
５
人
増
）
と
、
人
生
百
年

時
代
が
到
来
し
つ
つ
あ
り
ま
す
（
10

月
１
日
現
在
）。

　
長
生
き
す
る
の
な
ら
、
健
康
で
楽

し
く
生
き
た
い
と
思
う
人
は
多
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
住
み
慣
れ

た
地
域
で
い
つ
ま
で
も
健
康
で
暮
ら

す
た
め
に
は
、
元
気
に
年
齢
を
重
ね

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
今
回
の
特
集
で
は
、
市
社
会
福
祉

協
議
会
職
員
の
山
本
菜な

都つ

子こ

さ
ん
と

南
亜あ

優ゆ

さ
ん
が
、
市
内
の
元
気
な
高

齢
者
の
皆
さ
ん
に
、
元
気
に
暮
ら
す

秘ひ

訣け
つ

を
取
材
し
、
地
域
や
人
と
の
つ

な
が
り
を
深
め
て
い
る
高
齢
者
の
活

動
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

住み慣れたまちで元気に暮らす
特　集

●問合先　長寿社会課高齢福祉・介護認定係（　 ☎㉓２１６２）

黒川コミュニティセンターでのいきいき百歳体操二里町での昔遊び（水鉄砲）体験

市老人クラブ連合会ゲートボール大会

～集まる 語る が元気のもとに～

老人憩の家でのミニ門松づくり
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仲間と楽しく過ごす　～いきいき生きがいづくり～

　毎週木曜日、老人福祉センター『生きがいと創造の
家』で陶芸教室を開催しています。60代～ 90代の
18人が参加し、茶碗や湯呑み、花瓶など、自由に作
品づくりを楽しんでいます。教室では、互いの作品の
良いところを褒めたり、アドバイスをしたり、和気あ
いあいとした雰囲気です。

陶 芸 教 室

　高齢になると体力や筋力が落ちて、いずれ介護が必要になることはしかたがないことと思っていませんか。
　市では介護予防のため『いきいき百歳体操』を、コミュニティセンターや自治公民館などで実施しています。百歳
体操に参加することで知り合いが増え、人と人とがつながるきっかけにもなっています。
　黒川コミュニティセンターで開催された『いきいき百歳体操』を取材しました。この日は、体操の前に『認知症ミ
ニ講座』があり、久留米大学医学部看護学科の石橋優

ゆ

衣
い

さんと工藤悠
ゆ

弓
み

花
か

さんが、手書きのイラストやクイズを交え
ながら講話をしました。参加者は楽しみながらも熱心に聞き入っていました（写真下）。

参加者の声を聞いてみました
　「認知症講座がわかりやすかった」
　「体操を続けてつまずかなくなった」
　「気持ちが明るくなり、友人が増えた」

市老人福祉センター　ことぶき荘

老人福祉センター長
川内幸人さん（右）
　「風呂やカラオケなど、
友人と一緒にお越しくだ
さい」

　老人福祉センターは、60歳以上の人が健康増進や教養の向上、レクリエーションのために利用できる施設です。
　囲碁やカラオケ、健康マージャン、大正琴など、いろいろなサークル活動に利用できます。

絵付け作業

参加者の声
　「絵を描くときは緊張し
ますが、出来上がりを想
像するとわくわくします」

大 正 琴 

　大正琴愛好会は、10人
程度で月 2回、老人福祉
センターで練習していま
す。大正琴が好きな仲間
が集まり、約 10 年活動
が続いています。地域イ
ベントや高齢者ふれあい・
いきいきサロンなどに参
加し、演奏会を行っています。仲間と一緒に、『青い
山脈』や『高校三年生』などの懐かしい曲を奏でてい
ます。

～さわやかな音色で奏でる懐かしのメロディー～

↑大正琴を奏でる

風 呂
　男性用と女性用の大浴場
があり、毎日約 30人が利
用しています。

利用者の声

　「風呂は家で１人で入るより、仲間と入るほうが楽
しい」

案　内
●開館日時
　月～土曜日　午前９時～午後４時30分
　※日曜日、祝日および12月29日～1月3日は休館
●大浴場　月～金曜日　午前11時～午後３時
●利用（入館）料　１日当たり20円
　　　　　　　　　※市外の人は１日当たり50円

『老人憩の家』も利用してください
　カラオケや舞踊、健康マージャン、オカリナ教室な
どのサークル活動に利用できます。
●波多津老人憩の家　●大川老人憩の家
●山代老人憩の家

風呂の利用者

い き い き 百 歳 体 操

～学びながら交流を楽しむ～

※施設の運営や事業の実施にあたっては、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止対策を行っています。
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　住み慣れたまちで元気に暮らす特　集

地域で支え合う　～住み慣れた地域で暮らす～

買い物支援モデル事業がスタート

この日の『買い物支援』のスケ
ジュール

  9:30　利用者自宅にて乗車

10:00　地元スーパーで食品
　　　   を購入

10:50　伊万里ショッピングセ
　　　 ンターのスーパーや近く
　　　 のドラッグストアへ
　　　 　●日用品や食品を購入
　　　 　●衣料品を購入
　　　 　●洗剤やティッシュな
　　　　　 どを購入
　　　　 ●電化製品を見て回る
　　　　 ●雑貨などを購入
　
12:00　利用者自宅にて下車

　松浦町岳坂区で、生活の中で困っている事を調査した結果、買い物す
る店が少ないことと公共交通が不便だという意見が多く聞かれました。
　そこで、岳坂区とその近隣の地区を対象に、『買い物支援モデル事業』
を７月にスタートし、月に２回実施しています。

　市社会福祉協議会のワゴン車で利用者の
自宅まで迎えに行き、松浦町内の店舗や市
街地のスーパーなどを回ります。買い物の
あとは、自宅まで送ります。

　会福祉協議会の井手さんに聞きました社
Q　利用できる人は？
　　利用できる人は、次のとおりです。利用したい人は相談してください。
　●岳坂区およびその近隣の地区に居住している65歳以上の人
　●自分で車の運転ができないなど、買い物に出かけることに困っている人
　●自分で車の乗り降りや店内の移動ができ、レジで支払いが出来る人

Q　今後の展望は？
　　現在は、市社会福祉協議会の車を使用し、運転手や付き添いも社会福祉協議会の職員が行っていますが、将来
　的には、地域の皆さんが互いに助け合う『地域の中での支援体制づくり』を目標にしています。

市社会福祉協議会職員
井手亮太さん

　用者に聞きました利
　「自宅まで送迎してもらえるので、食品だけでなく、洗剤やトイレットペー
 パーなどの重い物やかさばる物も購入できるので助かります」
　「月２回、近所の人たちと一緒に買い物に出かけるのが楽しみです」

高齢者ふれあい・いきいきサロン

　高齢者ふれあい・いきいきサロンとは、一人暮らし
や外出をせずに家の中で過ごしがちな高齢者が、自宅
から歩いて行ける場所に気軽に集まり、ボランティア
や地域住民と一緒に活動をする『居場所』です。
　現在、市内には 56か所のサロンがあります。サロ
ンでの活動は、参加者同士が自由に決めることができ、
健康体操やレクリエーションなど、さまざまな活動が
行われています。
　サロンを始めてみたい人は、市社会福祉協議会に相
談してください。開設のアドバイスをします。

～上ノ山サロン『喜
き

楽
らく

会』を取材しました～

利用者

↑市社会福祉協議会の車

地元スーパーでの買い物

市街地での買い物

　

　会の名前は、気楽に集まっ
て楽しんでもらおうという
思いから付けられました。
この日は、ネイル体験でお
しゃれを楽しみました。輪
投げでリフレッシュしたあ
とは、みんなで童謡を歌い
ました。

↑ネイルを塗って『お
しゃれ』を楽しむ
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多世代との交流を深める ～知識や経験を生かして子どもたちの体験をサポート～
伝統行事『もぐら打ち』

　平成 15年に、二里町まちづくり推進事業
の一環としてスタートし、毎月第３水曜日に
開催しています。二里小学校の児童に、4人
のスタッフが指導し、季節の花や食べ物を描
いています。
　子どもたちに教えることよりも交流するこ
とが楽しい。子どもたちの笑顔が元気のもと
になっています。

二里町　絵手紙教室

●参加した児童に聞きました
　１年生から参加しています。先生た
ちは優しくアドバイスしてくれて、友
達と一緒に参加できるので楽しい♪
（６年生）
　はがきに筆を使って絵を描くこと
は、普段やらないことなので、とても
新鮮で楽しい！（４年生）

絵本の読み聞かせ『お話サロン』

大川内保育園

松浦保育園

　ボランティア連絡協議会は昭和59年に発足し、現在85団体（福祉施設を含む）が加入しています。主な活動は、
市民図書館の清掃や情報紙の発行、ボランティアまつりの開催などです。この中では、多くの元気な高齢者が活動し、
支えられる側だけではなく、支える側としても貢献されています。ここでは、取材した団体の活動を紹介します。

伊万里手話の会

自分ができることを生かす　～ボランティアでつながる人と人～

■ 情報紙『やぁ！お元気ですか』を発行
　ボランティア連絡協議会では、平成７年から毎月情報紙
『やぁ！お元気ですか』を発行しています。定期的に集まって
編集作業を行い、市民の皆さんにボランティアへの興味や関
心を深めてもらえるように、ボランティア団体の活動やイベ
ントなどの情報を掲載しています。
　『やぁ！お元気ですか』は、
各地区で班回覧されていま
すので、ご覧ください。ボ
ランティア活動や情報紙作
りをやってみたい人は、気
軽に市社会福祉協議会に連
絡してください。

■ 伊万里手話の会 
　昭和51年に国民体育大会が佐賀県で開催されるのにあ
わせて、各地区や学校などで『手話講習会』が開催された
のをきっかけに、サークル団体を発足し、『共に歩む』をモッ
トーに、聴こえない人たちと一緒に活動をしています。
　会員は30人で、毎週木曜日に定例会を開催。講演会や
イベントなどでの手話通訳を務めるメンバーもいます。現
在は、４年後に県内で開催される国民スポーツ大会に向け
て、学習会を定期的に開催しています。

■ お化粧ボランティア スイートピー
　平成 12年頃に、化粧品会社の活動に参加して、自
分たちも同じような活動をやりたいと思い、メイクの
しかたを教わりながら知人に声をかけ、メンバーを増
やしました。福祉施設を訪問し、高齢者にメイク体験
をしてもらう『お化粧
セラピー』を行ってい
ます。年齢を重ねても
おしゃれを楽しんでほ
しい、メイクを体験し
て笑顔になってほしい
と思って活動を続けて
います。 ↑福祉施設での化粧セラピー

編集会議
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　住み慣れたまちで元気に暮らす特　集

　
取
材
を
終
え
て

　　
今
回
、
市
内
で
活
動
し
て
い
る
さ
ま

ざ
ま
な
団
体
を
取
材
し
、
住
み
慣
れ
た

地
域
で
元
気
に
暮
ら
す
秘ひ

訣け
つ

を
知
り
、

『
集
い
の
場
』
が
地
域
の
支
え
合
い
に
つ

な
が
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

大
正
琴
や
陶
芸
教
室
な
ど
の
趣
味
の
活

動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
サ
ロ
ン
活

動
な
ど
、
人
と
人
と
が
触
れ
合
い
、
笑

い
合
い
な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
の

中
で
、
お
互
い
が
元
気
に
な
っ
て
い
る

よ
う
な
印
象
を
受
け
ま
し
た
。

　
い
く
つ
に
な
っ
て
も
好
き
な
こ
と
を

続
け
な
が
ら
楽
し
み
、
た
く
さ
ん
笑
っ

て
い
る
こ
と
が
、
元
気
の
秘
訣
な
の
だ

と
感
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
住
み
慣
れ

仲間づくりの輪を広げよう　～きっかけは『老人クラブ』～
　市老人クラブ連合会は、地域を基盤とする高齢者の自主的な組織です。現在の会員は3,339 人（4月現在）で、各
地区の老人クラブが25クラブあります。ここでは、老人クラブの活動について紹介します。

Q　老人クラブではどんな活動をしていますか？

Ｑ　子どもたちとの世代間交流について、詳しく
　教えてください。

　主に各町（地区）老人クラブで、地域性を生かし
た活動を行っています。主なものを紹介します。
●波多津町
　波多津小学校の児童と米作り（田植えや稲刈り）
●二里町
　昔遊び（竹馬や水鉄砲など）体験や門松づくり
●大川町
　小学生と一緒にウォーキング
●大川内町
　伝統行事を継承するため、毎年 1月 14日に大川
　内保育園児ともぐら打ちを行っています。

Ｑ　ボランティア活動にも取り組まれていると聞
　きましたが、どのような活動ですか？

　各町クラブで、コミュニティセンターの清掃や花
壇の花植え、草取りなどを行っています。また、市
民の交通安全を願って、マスコット人形を手作りし
ています。今年は、新型コロナウイルス感染症の感
染拡大防止のために、手作りマスク 200枚を作り、
市に寄贈しました。

老人クラブ会員の声

　「親しい仲間ができて嬉しい」
　「会員同士や子どもたちとの交流が楽しい」

老人クラブに入りませんか

　老人クラブでは、会員の生きがいや健康づくり
のために、社会奉仕活動やスポーツ、レクリエー
ションなどの活動を通して、親睦と交流を深めて
います。

　市老人クラブ連合会 中島 馨
かおる

会長に聞きました

　『年を重ねても健康で元気に！』
をモットーにしています。老人ク
ラブでのさまざまな活動を通して、
仲間が増え、生きがいや健康づく
りにつながっています。
　私たちと一緒に、楽しくクラブ
活動をしませんか。

会長 中島さん

●対　象　原則60歳以上の人
●問合先　
　老人福祉センター内　市老人クラブ連合会事務局
　（☎㉒７１０８）
　Ｅメール　imari.rc@ihn.jp

↑交通安全のマスコット人形を作る大川
老人クラブの会員

た
『
伊
万
里
』
の
ま
ち
で
、
人
や
地
域

と
つ
な
が
り
な
が
ら
一
人
一
人
が
楽
し

く
暮
ら
す
こ
と
が
、
ま
ち
の
元
気
に
も
つ

な
が
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
し
た
。

　
今
後
も
市
社

会
福
祉
協
議
会

で
は
、
皆
さ
ん
の

力
を
借
り
な
が

ら
、『
人
に
や
さ

し
い
福
祉
の
ま

ち
づ
く
り
』
を
進

め
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

山
本
　
菜な

都つ

子こ

南
　
　
　
亜あ

優ゆ

↑取材をした南さん（左）と山本
さん

　高齢者の健康づくりや介護予防活動、地域支え合
い活動、園児や児童・生徒との世代間交流活動など
を行っています。スポーツ活動も盛んで、毎年、グ
ラウンドゴルフやゲートボール、ゴルフなどの大会
も開催しています。また、カラオケや演芸交流会など、
趣味や特技を披露する発表会も開催しています。
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ノウハウを生かした
観光振興に期待

人生に寄り添う図書館

久米島町とのつながり
から貴重な品を展示

『広報伊万里』で振り返る１年

伊
万
里
市
の
こ
の
１
年

　
令
和
２
年
（
２
０
２
０
年
）
も
あ
と
わ
ず
か
で
暮
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
あ
な
た
に
と
っ
て
、
こ

の
１
年
は
ど
の
よ
う
な
年
で
し
た
か
。

　
私
た
ち
が
住
む
伊
万
里
市
で
も
、
た
く
さ
ん
の
出
来
事
や
話
題
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、『
広
報

伊
万
里
』
を
も
と
に
、
市
の
１
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
。

広
報
伊
万
里
令
和
２
年
１
月
号
〜

令
和
２
年
12
月
号
に
掲
載
し
た
主
な
出
来
事

3

5

6

4 地球に優しい活動が
評価され

1

2

【
11
月
】

●

市
独
自
の
朝
の
過
ご
し
方
を
考
え
る
『
伊
万
里
モ
ー
ニ
ン
グ
ス

タ
イ
ル
』
事
業
で
、
朝
食
の
絵
コ
ン
テ
ス
ト
を
実
施
《
26
日
》

【
12
月
】

●

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
伊
万
里
は
ち
が
め
プ
ラ
ン
（
大
坪
町
）
が
地
球
温
暖

化
防
止
に
貢
献
し
た
と
し
て
、
環
境
大
臣
表
彰
を
受
賞
し
、
深
浦

弘
信
市
長
に
報
告
《
20
日
》

【
１
月
】

●

市
消
防
出
初
式
の
式
典
終
了
後
、
有
田
川
河
川
敷
で
小
型
ポ
ン

プ
車
に
よ
る
１
０
０
口
一
斉
放
水
を
実
施
《
５
日
》

●

株
式
会
社
Ｊ
Ａ
Ｌ
ナ
ビ
ア
の
浅
田
洋
子
さ
ん
が
市
観
光
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
に
就
任
《
６
日
》

●

株
式
会
社
イ
ン
フ
ォ
グ
ラ
ム
（
福
岡
市
）
と
市
が
進
出
協
定
を

締
結
《
15
日
》

●

佐
賀
市
出
身
で
沖
縄
県
の
近
代
化
に
貢
献
し
た
11
代
齋
藤
用
之
助

の
遺
品
を
歴
史
民
俗
資
料
館
で
展
示
《
18ｰ

26
日
》

●

市
民
図
書
館
の
貸
し
出
し
冊
数
が
通
算
１
２
，
３
４
５
，
６
７
８

冊
を
達
成
《
30
日
》

●

広
報
伊
万
里
を
音
声
録
音
し
『
声
の
広
報
』
と
し
て
届
け
る
活

動
を
続
け
て
い
る
伊
万
里
こ
だ
ま
会
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
功
労
者

に
対
す
る
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
を
受
賞
し
、
深
浦
市
長
に
報
告

《
31
日
》

【
２
月
】

●

中
心
市
街
地
５
つ
の
会
場
で
雛
人
形
を
展
示
し
た
第
１
回
古
伊
万

里
通
り
の
お
ひ
な
さ
ま
が
開
催
《
22
日ｰ

３
月
22
日
》

●

全
国
の
『
図
書
館
を
使
っ
た
調
べ
る
学
習
コ
ン
ク
ー
ル
』
で
入

選
し
た
廣ひ
ろ

津つ

留る

廉れ
ん

さ
ん
（
二
里
小
３
年
）
と
澤
田
桃も
も

歩あ

さ
ん
（
同

校
２
年
）
に
、
松
本
定
教
育
長
か
ら
賞
状
を
伝
達
《
25
日
》

●

市
川
浩
二
さ
ん
（
大
川
内
山
）
が
卓
越
し
た
技
能
者
（
現
代
の

名
工
）
を
、
梶
原
真
理
江
さ
ん
（
黒
川
町
）
が
伝
統
的
工
芸
品

産
業
功
労
者
等
表
彰
を
そ
れ
ぞ
れ
受
賞
し
、
深
浦
市
長
に
報
告

《
27
日
》

●

株
式
会
社
ワ
ー
ル
ド
ソ
フ
ト
・
イ
ー
エ
ス
（
東
京
都
）
と
市
が

進
出
協
定
を
締
結
《
28
日
》

【
３
月
】

●

『
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
推
進
の
ま
ち
』
を
宣
言
《
２
日
》

●

伊
万
里
駅
か
ら
二
里
町
の
炭
山
地
区
ま
で
を
結
ぶ
路
線
バ
ス
炭

山
線
が
運
行
廃
止
《
24
日
》

写
真
９

写
真
２

写
真
７

写
真
６

写
真
３

写
真
８

写
真
５

写
真
４

写
真
10

34年間の活動の成果

写
真
１

100本の水の
アーチは圧巻

中心市街地ににぎわいを7
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市民に愛されて25周年

50年のあゆみや
郷土料理のレシピを掲載

先輩たちがオンラインで
高校をＰＲ

伊万里を元気にしたい19

高度な技術を
身につけよう

多くのご支援
ありがとうございました

覚えていますか？いろいろな出来事

16 12

14

13

1115

巧の技を評価され９

【
４
月
】

●

市
役
所
の
組
織
機
構
が
変
わ
り
、地
区
・
町
公
民
館
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
に
な
る
《
１
日
》

●

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
生
活
支
援
室
を
新
設
《
20
日
》

●

株
式
会
社
ｅ
グ
ロ
ー
バ
ル
（
東
京
都
）
と
市
が
進
出
協
定
を
締
結

《
22
日
》

【
５
月
】

●

肉
用
牛
の
牧
場
な
ど
を
経
営
す
る
松
尾
勝
馬
さ
ん
（
黒
川
町
）

が
市
に
１
０
０
０
万
円
を
寄
付
《
１
日
》

【
６
月
】

●

南
波
多
郷
学
館
が
初
の
オ
ン
ラ
イ
ン
高
校
説
明
会
を
開
催《
16
日
》

【
７
月
】

●

市
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
が
創
立
50
周
年
記
念
誌
を
発
刊
し
、

市
に
贈
呈
《
１
日
》

●

市
民
図
書
館
が
開
館
25
周
年
を
迎
え
る
《
７
日
》

●

Ｂ
Ｉ
Ｚ
Ｙ
Ｍ
Ｅ
有
限
会
社
（
京
都
府
）
と
市
が
立
地
協
定
を
締
結

《
28
日
》

●

ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
フ
ェ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
よ
り
資
金
調
達
を
し

て
い
た
唐か

ら

臼う
す

小
屋
復
旧
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
目
標
金
額
達
成
《
29
日
》

【
８
月
】

●

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
リ
レ
ー
の
ト
ー
チ
を
展
示

《
17ｰ

23
日
》

●

Ｃ
ｙ
ｇ
ａ
ｍ
ｅ
ｓ

　
ｐ
ｒ
ｅ
ｓ
ｅ
ｎ
ｔ
ｓ

　
Ｉ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｉ

　
Ｋ
ｉ
ｄ
ｓ

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
特
待
生
認
定
式
を
開
催
《
９
日
》

【
９
月
】

●

ド
ラ
イ
ブ
ス
ル
ー
形
式
の
物
産
展
『
元
気
回
復
！
ド
ラ
イ
ブ
で
ハ

シ
ゴ
大
作
戦
ｉ
ｎ
伊
万
里
』
を
開
催
《
19
・
20
日
》

【
10
月
】

●

第
１
号
か
ら
66
年
を
迎
え
、
広
報
伊
万
里
が
第
８
０
０
号
を
発
行

《
１
日
》

●

日
本
郵
便
株
式
会
社
九
州
支
社（
熊
本
市
）が
オ
リ
ジ
ナ
ル
フ
レ
ー

ム
切
手
『
伊
万
里
ト
ン
テ
ン
ト
ン
祭
り
』
を
作
成
し
、
深
浦
市

長
に
報
告
《
１
日
》

【
11
月
】

●

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
販
売
が
落
ち
込
む
肉
用
牛
農
家
を
支
援
す
る

た
め
、
市
内
の
小
・
中
学
校
な
ど
で
佐
賀
牛
を
使
っ
た
給
食
を

実
施
《
13
日
》

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
し
て
多
く
の
寄
付
を
い

た
だ
き
、
５
月
〜
12
月
号
に
掲
載
し
ま
し
た
。

写
真
11

写
真
12

写
真
13

写
真
14

写
真
15

写
真
16

写
真
17

写
真
18

写
真
19

なぜだろう？
答えはきっと図書館に

伊万里牛の生産振興に
役立てて

コロナ禍での新しい
イベントスタイル

17

ともに歩んで800号18

本
紙
Ｐ
10

8

66年の歴史に
幕を閉じる

10
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↑佐賀牛カレーを味わう立花小学校６年１組の児童

市内の小・中・義務教育学校などで、佐賀牛を使った学

校給食が提供されました。これは、県の『食べて応援！

佐賀牛学校給食提供事業』を活用し、コロナ禍の中で販売

が落ち込む肉用牛農家を支援しようと実施されたもので

す。この日、子どもたちは佐賀牛カレーを堪能。来年１月

と３月にも佐賀牛を使った給食がふるまわれる予定です。

佐賀牛を使った学校給食を提供

佐賀牛おいしいね。また食べたい

11.13

み ん な の 広 場

e v e r y o n e ' s  p l a z a

み ん な の 広 場

e v e r y o n e ' s  p l a z a

佐賀県原子力防災訓練

いざというときの備え

↑新型コロナウイルス感染症のような感染症が流行したと
きを想定し、乗車前に体温を測定

九州電力株式会社玄海原子力発電所（玄海町）の重大事

故を想定した県原子力防災訓練が実施され、伊万里・牧

島地区の住民が参加しました。各コミュニティセンター

に集合した約50人の参加者は、避難を想定して有田町に

バスで移動し、避難の手順を確認したり、放射線の基礎

知識について学んだりして、防災の備えを体験しました。

11.7

↑自分の思いを表現した作品を持って、講師の上中さん（前
列右から３人目）を囲む参加者

男女協働参画『子育て講座Ⅰ』

自分の心に寄り添う時間を過ごす

ストレスケアのための『子育て講座Ⅰ』が市民センターで

あり、ストレスカウンセラー、ソーシャルアロマテラピス

トの上
うえ

中
なか

志
し

野
の

さんが、『コラージュ』のワークショップを

しました。コラージュとは雑誌や色用紙などを切り抜いて、

台紙にのりで貼りつけて再構成する芸術表現で、参加者は

「自分の思いが表現できて楽しかった」と話していました。

11.10

いきいき百歳体操ステップアップ講座

自分らしくいきいき生きよう

↑笑いを交えながら、参加者と一緒に体を動かし講演をする
森さん（中央）

いきいき百歳体操ステップアップ講座が市民センターで

あり、医療法人幸善会前田病院理学療法士の齋藤裕
ゆう

樹
き

さん

と、武雄市レクリエーション協会会長の森恵
え

美
み

さんが健康

寿命を延ばすための介護予防について講演をしました。参

加者は体を動かしながら、心と体の元気づくりを学び、笑

顔でいきいきと過ごすことの大切さを実感していました。

11.11

102020.12広報伊万里



み ん な の 広 場み ん な の 広 場み ん な の 広 場み ん な の 広 場み ん な の 広 場み ん な の 広 場

火災初動対応競技大会

安全・確実・迅速に
伊万里消防署で火災初動対応競技大会がありました。市防

火協会などに加入する市内の７事業所10チームが参加し、

119番通報や要救助者の救出などの迅速さや確実さを競

いました。そのほか、市内保育園などへの訓練用水消火器

および的の配付式を開催。消火技術の向上と幼少期から防

火意識を高めるために、今年度から隔年で配付されます。

優勝した名村Ａチームが要救助者を救出する様子

↑環境啓発ステッカーを寄贈したクリーンの環の皆さん

11.4

11.2

↑訓練用水消火器および的を受け取った保育園などの皆さん

環境保全活動を行う『クリーンの環
わ

』が、手作りの環境

啓発ステッカー 50枚を市に寄贈しました。これは、電気

の消し忘れ防止といった、一人一人が無理なくできる環

境保全の行動に関心を持ってもらおうと寄贈されたもの

です。市役所を訪れた渡邉きよめ代表は、「日々の行動を

見つめ直すきっかけになってほしいです」と話しました。

環境啓発ステッカーを寄贈

無駄をモォ～っと減らそう
イノピカコンサートｉｎ川内野2020

田園に響き渡る美しい音色と歌声

↑イルミネーションの中、響き渡るオカリナの音色

イノピカコンサートｉｎ川内野 2020 が東山代町川内野

区であり、荒木あつ子さんがオカリナやケーナを演奏し、

和嶋静代さんが歌声を披露しました。これは、佐賀大学の

学生と連携した地域おこし事業の一環で開催されたもの

で、田んぼにイルミネーションが輝く中、観客は響き渡る

音色と美声に聞き入り、幻想的な世界に浸っていました。

↑演習で１冊の本について語り合う参加者たち

地域連携型佐賀大学公開講座『読書会』

本を語り合う楽しさ

ペルーの民族音楽を演奏
するRijchary（リチャリー）

10.6

佐賀大学と連携した『読書会』の公開講座が市民図書館

で開催され、佐賀大学教育学部准教授の竜
たっ

田
た

徹さんが、

１冊の本をきっかけに語り合う楽しさについて解説しま

した。その後、グループに分かれて読書会を体験し、同

じ本でも読む人によって読み方や感じ方が違うことを発

見しました。講義はインターネットでも配信されました。

読書会の楽しさを熱心に解説する竜田さん　　　

11.7

11.8
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ほ が ら か ペ ー ジ

ch e e r f u l n e s s  p a g e

ほ が ら か ペ ー ジ

ch e e r f u l n e s s  p a g e

　
10
月
26
日
、
啓
成
中
学
校
と
伊

万
里
小
学
校
、
牧
島
小
学
校
の
児

童
・
生
徒
が
連
携
し
、『
テ
カ
ピ

カ
運
動
』
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
小
・
中
学
校
が
連
携
し
て
地

域
の
清
掃
活
動
に
取
り
組
む
こ
と

に
よ
り
、
郷
土
を
愛
す
る
心
を
育

み
、
地
域
に
根
ざ
し
た
児
童
・
生

徒
を
育
成
し
よ
う
と
実
施
し
た
も

の
で
す
。

　
啓
成
中
の
全
校
生
徒
と
伊
万
里

小
６
年
生
お
よ
び
牧
島
小
の
５
・
６

年
生
の
児
童
合
わ
せ
て
約
３
６
０

人
が
参
加
。
松
島
東
交
差
点
か
ら

伊
万
里
駅
通
商
店
街
ま
で
の
両

側
の
歩
道
に
付
い
た
汚
れ
を
取

り
ま
し
た
。
学
校
の
垣
根
を
越

え
た
60
の
班
に
分
か
れ
、
あ
ら
か

じ
め
割
り
振
っ
て
お
い
た
担
当
エ

啓
成
中
学
校
区
三
校
連
携
『
テ
カ
ピ
カ
運
動
』

ゴ
シ
ゴ
シ
磨
い
て
ピ
カ
ピ
カ
に
し
ま
し
た

リ
ア
を
、
約
１
時
間
か
け
て
清
掃
。

た
わ
し
や
雑
巾
を
使
っ
て
街
を
丁

寧
に
磨
き
上
げ
ま
し
た
。
環
境
実
行

委
員
長
で
啓
成
中
学
校
３
年
の
庄

村
隼

じ
ゅ
ん

平ぺ
い

さ
ん
は
、「
清
掃
活
動
を

通
し
て
、
も
っ
と
伊
万
里
が
美
し

く
な
っ
て
ほ
し
い
」と
話
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
活
動
の
様
子
を
見
守
っ

て
い
た
沿
道
の
店
主
か
ら
は
、「
き

れ
い
に
し
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
」

と
、
児
童
・
生
徒
に
感
謝
の
言
葉

を
か
け
て
い
ま
し
た
。

↑相生橋を磨く児童・生徒

↑たわしでゴシゴシ磨きます

百
寿
メ
ダ
ル
贈
呈

　
め
で
た
く
百
歳
の
誕
生
日
を

迎
え
ら
れ
た
緒
方
ア
キ
エ
さ
ん

を
、
10
月
29
日
、
深
浦
弘
信
市

長
が
訪
問
し
、
記
念
の
メ
ダ
ル

を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　
ア
キ
エ
さ
ん
は
若
い
頃
は
、

市
内
の
眼
科
で
調
理
師
と
し
て

働
き
、
５
人
の
子
ど
も
を
育
て

上
げ
ま
し
た
。
仕
事
の
影
響
で
、

今
も
料
理
番
組
を
見
る
の
が
好

き
だ
そ
う
で
す
。

　
退
職
後
は
85
歳
頃
ま
で
毎
朝

５
時
に
起
床
し
、
近
所
の
お
寺

に
参
拝
や
掃
除
に
行
っ
て
い
た

と
い
う
ア
キ
エ
さ
ん
。
友
人
と

県
外
の
お
寺
巡
り
に
行
く
こ
と

も
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

　
好
き
な
食
べ
物
は
ハ
ン
バ
ー

グ
で
、
特
に
、
県
外
に
住
む
娘

が
送
っ
て
く
れ
る
ブ
ラ
ン
ド
牛

の
ハ
ン
バ
ー
グ
が
好
物
で
、
毎

回
楽
し
み
に
し
て
い
る
と
か
。

長
生
き
の
秘ひ

訣け
つ

は
、『
３
食
き
ち

ん
と
食
べ
、
規
則
正
し
い
生
活

を
送
る
こ
と
』
だ
そ
う
で
す
。

緒
方  

ア
キ
エ 

さ
ん

（
浜 

町
）

緒方 アキエさん

冬ふ
ゆ

日び

和よ
り  
桜
さ
く
ら

並な

み

木き

は  

は
だ
か
木ぎ

に

　
　
　
　
　
　
来き

た
る
春は

る

へ
と  

新し
ん

芽め

育
は
ぐ
く

む
古こ

賀が

　
平
た
い
ら

伊
万
里
白
露
短
歌
会

青せ
い

螺ら

俳
句
会

田た

中な
か

　
富ふ

美み

枝え

哀あ
い

愁
し
ゅ
う
の  

儚
は
か
な

き
夢ゆ
め

や  

返か
え

り
花ば
な
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ほ が ら か ペ ー ジ

『ヤングワーカー』、『わが家のアルバム』掲載希望者募集中です。シティプロモーション推進室（☎㉓４３１３）

ヤング
ワーカー

岩橋 伸明 さん
(28歳・松浦町久良木 )

◇
ど
ん
な
仕
事
を
し
て
い
ま
す
か

　
き
ゅ
う
り
農
家

◇
仕
事
で
大
変
な
こ
と

　
初
め
て
の
こ
と
ば
か
り
の
作
業

で
分
か
ら
な
い
こ
と
が
多
い
の

で
、
一
つ
一
つ
が
勉
強
で
す

◇
仕
事
で
心
掛
け
て
い
る
こ
と

　
よ
り
よ
い
き
ゅ
う
り
を
作
り
、

収
量
を
上
げ
る
こ
と

◇
目
標
（
仕
事
）
は

　「
前
年
よ
り
い
い
も
の
を
」
と

い
う
気
持
ち
で
栽
培
し
て
い
き

た
い
で
す

◇
趣
味

　
ス
ポ
ー
ツ
観
戦

◇
特
技

　
剣
道

◇
市
民
へ
一
言

　
若
い
力
と
農
業

で
伊
万
里
を
盛
り
上
げ
て
い
き

た
い
で
す

◆自営業（農業）
（松浦町）

◆令和２年４月就農

ア ル バ ム
わが家の

岩野 未
み

愛
あ

さん

＊謙太郎・瞳さんの二女

＊黒川町長尾

(     )３歳
６か月

　
お
し
ゃ
べ
り
が
大
好
き
で
、

人
な
つ
こ
い
み
あ
ち
ゃ
ん
♬
お

世
話
き
だ
か
ら
助
か
っ
て
い
ま

す
♡
こ
れ
か

ら
も
、
た
く

さ
ん
素
敵
な

笑
顔
を
見
せ

て
く
だ
さ
い

ね
☆彡

　
わ
た
し
は
、
お
ま
ま
ご
と
や

リ
カ
ち
ゃ
ん
人
形
で
遊
ぶ
の
が

好
き
★
好
き
な
食
べ
物
は
、
か

ら
揚
げ
だ
よ
☆彡
最
近
飼
い
始
め

た
子
ね
こ
の
『
く
ろ
ち
ゃ
ん
』

の
お
世
話
に
夢
中
な
の
♥
ず
っ

と
抱
っ
こ
し
て
か
わ
い
が
っ
て

い
る
ん
だ
♬

　国籍や民族などの異なる人々が、互いの文化的違いを認め合い、対等な関係を築こうとしながら、共に生
きていくことです（総務省『多文化共生推進プラン』より）。

●問合先　まちづくり課多文化共生係
（☎㉒７０４６）

　現在、市内在住の外国人は 650人を超えており、総人口の 1.2％を占めています（県内では、鳥栖市、基
山町に次ぐ第３位）。これまで、生涯学習センターで日本語教室が開催されてきましたが、多くの外国人が
居住する黒川町から約 10㎞も離れていることから、移動手段が自転車しかない技能実習生にとっては、通
うのが困難な距離となっています。彼らが市民として、円滑な生活を送ることができるよう、『地域日本語
教育スタートアッププログラム』を活用した『日本語教室A

オー
wes

サ
om

ム
e IMARI』を、黒川町を中心に開催す

る計画をしています。

　このプログラムは、文化庁が『生活者としての外国人』を対象とした日本語教室が開設されていない地域
や空白地域に準ずる地方公共団体に対し、地域日本語教育の専門家を派遣することにより、日本語教室の設
置に向けた支援を実施するものです。プログラムの目的は、各地に日本語学習環境が整備され、日本語教育
の推進が図られることです。令和２年３月、市はこのプログラムに採択されました。

　外国人居住者が市で生活や仕事をするには、日本語だけではなく、文化や
習慣などを知り、地域の中で円滑に適応するための方法を身に付ける必要が
あります。『日本語教室Awesome IMARI』は、実生活の事例を通して学び、
多様な年代の日本人と関わることによって、交流の楽しさと魅力を感じても
らう場です。
　令和２年度は、市内在住の外国人に『分からないこと、知りたいこと、教
えてほしいこと』をアンケートで調査し、日本語教室を黒川コミュニティセ
ンターで 12月から令和３年２月まで（月に１回）計３回開催する予定です。

※A
オー

wes
サ

om
ム

e とは・・・英語で『すばらしい』『最高』『すごい』の意味

多 文 化 共 生

『日本語教室Awesome IMARI』とは？

『地域日本語教育スタートアッププログラム』とは？

多文化共生とは？

～みんなで考えよう～

↑日本語教室Awesome Imari のロゴ
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10
月
17
・
18
日
の
２
日
間
、
佐

賀
市
や
多
久
市
な
ど
の
県
内
26
会

場
で
県
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
市
の
選
手
・
チ
ー
ム
の

上
位
成
績
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

【
サ
ッ
カ
ー
】

●

一
般
男
子
　
３ 

位

【
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
】

●

一
般
男
子
Ｂ
　
優
　
勝（

市
の
部
）

【
弓
　
道
】

●

一
般
男
女
混
成 

遠
的 

３ 

位

ス ポ ー ツ

s p o r t s

ス ポ ー ツ

s p o r t s

●

期
　
日
　
10
月
24
日
・
25
日

●

場
　
所
　
国
見
台
野
球
場

●

大
会
成
績
（
上
位
の
み
）

▽
優
　
勝
　
伊
万
里
高
校

▽
準
優
勝
　
伊
万
里
実
業
高
校

第
43
回
市
長
旗
争
奪

伊
万
里
地
区
高
等
学
校

野
球
秋
季
大
会

12月の市民スポーツ

６日（日）
●高等学校弓道奨励射会
　午前９時開会　国見台弓道場
12日（土）
●火の用心グラウンド・ゴルフ大会
　午前８時30分開会  

国見台陸上競技場ほか

●期  日　11月７日
●場  所　国見台体育館

伊西地区中学新人卓球大会

種　目 優　勝 ２　位 ３　位

男子団体 国見中学校 滝野中学校 伊万里中学校 ー

１年男子
個人

幸松 大和
（滝野中）

横田 大地
（滝野中）

諸隈 啓介
（有田中）

浦川 光太
（国見中）

２年男子
個人

野口 優馬
（国見中）

城島 仁愛
（国見中）

峯 太一
（国見中）

吉冨 秀星
（国見中）

女子団体 国見中学校 滝野中学校 有田中学校 ー

１年女子
個人

浦郷 朱芽
（国見中）

轟木 娃里
（国見中）

森近 綾乃
（国見中）

福田 莉菜
（有田中）

２年女子
個人

松尾 悠華
（有田中）

幸松 千春
（滝野中）

桑原 星空
（滝野中）

光武 美羽
（山代中）

第
73
回
県
民ス

ポ
ー
ツ
大
会

牧：「海外で春先にあるレースはここ（大川内山）と同じ石

畳です。雰囲　気がとてもいいですね。」

市：「伊万里周辺でのトレーニングはいかがですか。」

牧：「信号が少なく、平地もアップダウンもあるので、トレー

　　ニングに最適です。伊万里以外では練習中に声をかけら

　　ることもありますが、こちらではほとんどありません。

　　ロードバイクがもっと浸透すればいいですね。」

市：「新型コロナウイルス感染症が落ち着けば渡航されるの

　 ですね。」

牧：「はい。いつまで競技をやれるかわかりませんが、『やり

つくした！』と思って辞められたら最高だと思っています。」

東山代町出
身

プロサイクリスト・牧瀬 翼さんにインタビュー
　日本女子ロード競技の第一人者であり、ベルギーとベト
ナムのチームに所属する牧瀬翼さん。新型コロナウイルス
感染症の影響で本市東山代町に帰郷しているため、お話を
伺いました。　
　※ 牧：牧瀬翼さん、市：市担当者

終始笑顔が素敵な牧瀬さん。世界を舞台に頑張ってください。

東東
ププププププ

終
↑牧瀬さん（10月９日：大川内山）
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教 育 と 文 化

educat ion and cul ture

〜
そ
の
人
自
身
を
大
切
に
〜

あ
な
た
だ
か
ら
、
任
せ
た
い

● 

問
合
先
　
企
画
政
策
課

男
女
協
働
推
進
係（
☎
㉓
２
１
１
５
）

　
あ
る
住
宅
会
社
の
調
査
で
、
佐

賀
県
が
全
国
一
の
『
イ
ク
メ
ン
県
』

に
な
っ
た
こ
と
を
ご
存
知
で
し
ょ

う
か
。
こ
の
調
査
は
４
つ
の
指
標

で
『
イ
ク
メ
ン
力
』
が
評
価
さ
れ
、

『
妻
が
評
価
す
る
夫
の
イ
ク
メ
ン

度
』
の
項
目
で
も
一
位
と
な
っ
て

い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
の
ス
ト
レ

ス
や
Ｄ
Ｖ
（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ

イ
オ
レ
ン
ス
）
の
増
加
が
心
配
さ

れ
て
い
る
中
、
妻
が
夫
の
家
事
や

育
児
へ
の
貢
献
度
を
認
め
て
い
る

こ
と
は
、
喜
ば
し
い
限
り
で
す
。

　
こ
の
調
査
に
よ
る
と
、
男
性
の

育
児
休
業
取
得
率
は
昨
年
の
９
・
６

㌫
か
ら
12
・
８
㌫
へ
と
増
加
傾
向

を
示
し
、
20
代
〜
30
代
の
若
い
世

代
を
中
心
に
、
家
事
や
育
児
を
協

力
し
て
行
う
と
い
う
生
活
ス
タ
イ

ル
が
定
着
し
て
き
て
い
る
と
言
え

る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
一
方
、
国
は
女
性
管
理
職
の
登

用
に
つ
い
て
は
、
２
０
２
０
年
ま
で

に
30
㌫
と
す
る
目
標
を
掲
げ
て
い

ま
す
が
、
達
成
は
難
し
そ
う
で
す
。

　『
イ
ク
メ
ン
』
に
し
て
も
『
女

性
管
理
職
』
に
し
て
も
、
対
象
を

男
性
や
女
性
に
限
定
し
た
言
い
方

は
、
本
来
な
い
ほ
う
が
望
ま
し
い

と
思
い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
イ
ク

メ
ン
と
い
う
言
葉
は
、
家
事
や
育

児
は
女
性
が
担
う
と
い
う
考
え
方

が
あ
る
か
ら
生
ま
れ
た
言
葉
で
あ

り
、
女
性
管
理
職
も
、
管
理
職
は

男
性
が
担
う
と
い
う
考
え
方
か
ら

生
ま
れ
た
言
葉
だ
か
ら
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
は
、
男
性
だ
か
ら
、

女
性
だ
か
ら
と
い
う
考
え
方
で
は

な
く
、『
こ
の
仕
事
は
、
あ
な
た
だ

か
ら
任
せ
た
い
』
と
い
う
、
適
材

適
所
の
考
え
方
が
大
切
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
、
か
け
が

え
の
な
い
一
人
と
し
て
、
そ
の
人

自
身
を
大
切
に
す
る
こ
と
に
も
つ

な
が
る
と
考
え
ま
す
。
家
事
や
育

児
で
も
、
夫
と
妻
と
が
互
い
を
大

切
な
存
在
と
認
め
合
う
こ
と
で
、

助
け
合
い
、
分
か
ち
合
え
る
と
考

え
ま
す
。
育
児
の
期
間
は
あ
っ
と

い
う
間
に
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
す
。

夫
婦
で
分
か
ち
合
い
な
が
ら
、
楽

し
ん
で
ほ
し
い
も
の
で
す
。

郷

土

の

文

化

財

宮
ノ
前
北
遺
跡
（
木
須
町
　
平
成
７
年
度
調
査
）

大
地
に
回
帰
す
る
説
な
ど
が
あ

り
ま
す
が
、
胸
に
石
を
抱
か
せ

る
埋
葬
方
法
（
包ほ

う

石せ
き

葬そ
う

）
も
あ

る
こ
と
か
ら
、
死
者
か
ら
霊
が

遊
離
し
な
い
よ
う
手
足
を
曲
げ

て
霊
を
封
じ
込
め
る
説
も
有
力

な
説
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
宮
ノ
前
北
遺
跡
で
は
、
縄
文

時
代
後
期
（
約
４
千
年
前
）
の

土ど

壙こ
う

墓ぼ

（
地
面
に
穴
を
掘
り
、

直
接
遺
体
を
お
さ
め
た
墓
）
を

確
認
し
ま
し
た
。
墓
は
後
世
の

開
発
で
全
体
的
に
削
ら
れ
て
お

り
、
調
査
時
点
で
長
さ
約
１
・
１

㍍
、
幅
75
㌢
、
深
さ
25
㌢
で
し
た
。

　
埋
葬
者
は
壮
年
の
女
性
で
、
腕

は
肘
の
部
分
で
直
角
に
曲
げ
ら

れ
、
足
は
股
関
節
と
膝
関
節
で

強
く
曲
げ
ら
れ
た
状
態
で
埋
葬

（
屈く

っ

葬そ
う

）
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
遺

体
の
上
は
、
た
く
さ
ん
の
石
で

覆
わ
れ
て
お
り
、
特
に
首
の
両

側
に
は
、
握
り
こ
ぶ
し
よ
り
一

回
り
大
き
い
石
を
両
肩
に
乗
せ

る
よ
う
に
置
い
て
あ
り
ま
し
た
。

　
縄
文
時
代
に
は
、
手
足
を
伸

ば
し
た
埋
葬
（
伸し

ん

展て
ん

葬そ
う

）
も
あ

り
ま
す
が
、
大
多
数
は
屈
葬
で

葬
ら
れ
ま
す
。
そ
の
理
由
と
し

て
は
、
墓
穴
を
掘
る
労
力
を
少

な
く
す
る
た
め
と
い
う
説
や
胎

児
と
同
じ
姿
勢
に
し
て
母
な
る

　
伊
万
里
の
遺
構
シ
リ
ー
ズ
〜
埋
葬
遺
構
を
中
心
と
し
て
〜
②

● 

問
合
先
　
生
涯
学
習
課
文
化
財
係（
☎
㉒
１
２
６
２
）↑石を取り除いた状況（屈葬） ↑石で覆われた状況
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▼
竹
内
　
和
教
さ
ん
（
松
　
島
）

　
元
県
議
会
議
員

▼
平
山
　
幸
彦
さ
ん
（
富
士
町
）

　
元
公
立
小
学
校
長

▼
髙
田
　
展の

ぶ

子こ

さ
ん

（
南
波
多
町
谷
口
）

　
あ
け
ぼ
の
保
育
園
園
長

▼
満
江
　
洋
介
さ
ん
（
漁
　
港
）

　
元
市
防
犯
協
会
副
会
長

旭
日
小
綬
章

イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン

i n f o r m a t i o n

　
11
月
２
日
付
け
で
、
秋
の
叙
勲
・

褒
章
が
発
令
さ
れ
ま
し
た
。
市
内
の

受
章
者
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

秋
の
叙
勲
・
褒
章
受
章

 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

叙
　
勲

瑞
宝
双
光
章

瑞
宝
単
光
章

褒
　
章

藍
綬
褒
章

↑受賞者の皆さん

▼
桑
原 

豐ゆ
た
か

さ
ん
（
二
里
町
大
里
）

▼
小
川 

敏
さ
ん（

山
代
町
楠
久
津
）

▼
山
浦 

仁
ひ
と
し

さ
ん
（
山
代
町
峰
）

【
団
体
表
彰
】

▼
川
西
老
人
ク
ラ
ブ（

大
川
町
川
西
）

▼
川
内
野
老
人
ク
ラ
ブ

（
東
山
代
町
川
内
野
）

▼
山
代
緑
の
少
年
団
（
山
代
町
）

　
11
月
２
日
、
環
境
美
化
功
労
者

に
対
す
る
表
彰
が
市
役
所
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
今
回
の
受
賞
者
は
次

の
と
お
り
で
す
。

【
個
人
表
彰
】

▼
福
永 

德の
り

人と

さ
ん
（
南
ケ
丘
）

▼
森
田 

ミ
ツ
ヱ
さ
ん

（
立
花
台
二
丁
目
）

▼
木
谷 

幸
一
さ
ん
（
大
川
内
山
）

▼
岸
川 

正
彦
さ
ん
（
正
力
坊
）

▼
井
手 

孝
良
さ
ん

（
南
波
多
町
原
屋
敷
）

▼
前
田 

滿み
つ

生お

さ
ん
（
大
川
町
山
口
）

令
和
２
年
度
市
環
境
美
化
功
労
者
感
謝
状
贈
呈
式

で
結
果
を
導
き
出
す
過
程
を
大
切

に
し
て
ほ
し
い
」と
講
評
し
ま
し
た
。

　
11
月
14
日
、
市
民
図
書
館
で
調

べ
る
学
習
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式
が

あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
子
ど
も

の
読
書
活
動
を
推
進
す
る
一
環
と

し
て
開
催
し
て
い
る
も
の
で
、
今

年
で
５
回
目
と
な
り
ま
す
。
小
学

生
か
ら
34
点
の
応
募
が
あ
り
、
審

査
の
結
果
、
11
点
を
受
賞
作
品
に

選
出
。
そ
の
中
か
ら
最
優
秀
賞
２

点
が
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
に
推
薦
さ

れ
ま
す
。
鴻こ
う

上が
み

哲
也
館
長
は
、「
文

献
や
現
地
調
査
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

方
法
を
使
っ
て
作
成
し
て
あ
る
。

こ
れ
か
ら
も
自
分
で
考
え
、
自
分

市
民
図
書
館
・
学
校
図
書
館
を
使
っ
た

調
べ
る
学
習
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式

総
務
大
臣
表
彰

▼
梅
村 

千
津
子
さ
ん
（
大
川
町
宿
）

経
済
産
業
大
臣
表
彰

▼
加
茂 

英
秋
さ
ん（

南
波
多
町
笠
椎
）

経
済
産
業
省
感
謝
状

▼
安
並 

彌
生
さ
ん
（
山
代
町
鳴
石
）

農
林
水
産
大
臣
表
彰

▼
武
藤 

司
さ
ん
（
東
山
代
町
長
浜
）

知
事
表
彰

▼
田
中 

み
よ
子
さ
ん

（
東
山
代
町
天
神
）

▼
吉
冨 

宏
美
さ
ん（
立
花
台
三
丁
目
）

令
和
２
年
度
統
計

功
績
者
表
彰
受
賞
者

　
11
月
13
日
、
伊
万
里
市
教
育
委

員
会
表
彰
が
市
役
所
で
あ
り
ま
し

た
。
今
回
の
受
賞
者
は
次
の
と
お

り
で
す
。

【
学
校
教
育
】

▼
山
下 

司
さ
ん
（
有
田
町
）

▼
西
山 

太た

佳か

子こ

さ
ん
（
有
田
町
）

▼
木
寺 

仁
史
さ
ん
（
東
山
代
町
里
）

【
文
化
振
興
】

▼
松
本 

輝
彦
さ
ん

（
南
波
多
町
原
屋
敷
）

【
社
会
教
育
】

▼
前
田 

幸
男
さ
ん
（
山
代
町
楠
久
）

▼
諸
石 

秀
子
さ
ん
（
漁
　
港
）

市
教
育
委
員
会
表
彰
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い
ざ
と
い
う
と
き
に
役
立
て
て
ほ
し
い

　
11
月
11
日
、
東
山
代
町
の
古
賀

安
徳
さ
ん
が
、
市
に
子
ど
も
用
マ

ス
ク
３
３
０
０
枚
を
寄
贈
し
ま
し

た
。
仕
事
柄
、
中
国
と
つ
な
が
り

が
あ
る
こ
と
か
ら
市
内
学
校
の
備

蓄
用
に
と
マ
ス
ク
を
輸
入
。
古
賀

さ
ん
は
こ
れ
ま
で
、
四し

拾
じ
ゅ
う

会か
い

の

会
員
と
し
て
も
市
に
マ
ス
ク
を
寄

贈
し
て
い
ま
す
。
国
内
で
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
第
三

波
が
心
配
さ
れ
る
中
、
古
賀
さ
ん

は
「
み
ん
な
で
協
力
し
て
感
染
予

防
に
努
め
て
い
き
た
い
。
そ
の
一

助
と
な
れ
ば
」
と
話
し
ま
し
た
。

↑松本定教育長（左）にマスクを手渡す古賀さん

新型コロナウイルス感染症の相談体制が変わりました
● 問合先　健康づくり課保健予防係（　 ☎㉒３９１６）

季節性インフルエンザとの同時流行に備えた医療提供体制

11 月１日からは、発熱などの症状がある場合には、まずは、

かかりつけ医など、地域の身近な医療機関に電話で相談
してください。

11 月１日から

注意事項

①受診前に必ず電話相談し、来院時間を予約しましょう

②来院時間を遵守し、マスクをしたうえで来院しましょう

③公共交通機関以外を利用し、受診しましょう

かかりつけ医などがない場合
次の受診・相談センターに電話で相談してください。

■ 発熱などの症状がある人専用ダイヤル（☎0954　 1102）
■ その他一般相談用ダイヤル（☎0954　 1103）69

ご寄付ありがとうございました　～新型コロナウイルス感染症関連～

寄付者氏名・団体名 品　目 受領数 配布先

伊万里農林高等学校 オリジナル布マスク 80枚 社会福祉協議会

亀栄リフォーム株式会社 感染症対策シールド（アクリル
バーティションパネル）

５台 市民図書館

● 10月１日～31日受付分　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※敬称略、希望者のみ掲載

69

インフォメーションインフォメーションインフォメ ションインフォメーション

安
心
し
て
利
用
で
き
る
市
民
図
書
館
の
環
境
づ
く
り
に
貢
献

５
月
に
引
き
続
き
３
回
目
と
な
り

ま
す
。

　
10
月
20
日
、
亀
栄
リ
フ
ォ
ー
ム

株
式
会
社
（
伊
万
里
町
）
が
市
民

図
書
館
に
、
感
染
症
対
策
シ
ー
ル

ド
（
ア
ク
リ
ル
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン

パ
ネ
ル
）
５
台
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

シ
ー
ル
ド
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
と
し
て
、
市
民

図
書
館
の
本
の
貸
し
出
し
デ
ス
ク

に
設
置
さ
れ
、
市
民
と
職
員
が
安

心
し
て
図
書
館
を
利
用
で
き
る
環

境
づ
く
り
の
た
め
に
活
用
さ
れ
て

い
ま
す
。
亀
栄
グ
ル
ー
プ
の
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と

し
て
の
市
へ
の
寄
贈
は
、
４
月
、

↑深浦弘信市長に目録を手渡す亀栄リ
フォーム大久保和幸店長（左から２人目）
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インフォメーション

シ
ョ
ン
施
設
整
備
工
事
の
請
負
契

約
に
つ
い
て
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
く

じ
助
成
金
を
活
用
し
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
場
に
人
工
芝
を
整
備
す

る
た
め
、
請
負
金
額
を
変
更
し
た

も
の
で
す
。

■
決
算
認
定
（
８
件
）

　
令
和
元
年
度
一
般
会
計
決
算
、

特
別
会
計
決
算
４
件
、
企
業
会
計

決
算
３
件
に
つ
い
て
認
定
を
受
け

た
も
の
で
す
。

■
令
和
２
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
８
号
・
第
９
号
）

　
一
般
会
計
の
歳
入
歳
出
予
算
の

参
議
院
議
長
、
内
閣
総
理
大
臣
な

ど
関
係
者
に
送
付
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

■
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
伴
う
地
方
財
政
の
急

激
な
悪
化
に
対
し
地
方
税
財
源

の
確
保
を
求
め
る
意
見
書

■
Ｇギ

Ｉ
Ｇ
ガ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
実

現
に
向
け
た
自
治
体
へ
の
継
続

的
支
援
等
を
求
め
る
意
見
書

■
特
別
委
員
会
設
置
に
関
す
る
決
議

　
決
算
審
査
特
別
委
員
会
が
設
置

さ
れ
ま
し
た
。
構
成
は
左
表
の
と

お
り
で
す
。

　
一
般
質
問
が
３
日
間
行
わ
れ
、

市
政
に
関
す
る
諸
問
題
に
つ
い

て
、
13
人
の
議
員
か
ら
26
項
目
の

質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

　
令
和
２
年
伊
万
里
市
議
会
第
３
回
定
例
会
が
、
９
月
４

日
か
ら
10
月
15
日
ま
で
開
か
れ
ま
し
た
。
今
回
の
定
例
会

で
は
、
条
例
議
案
４
件
、
一
般
議
案
９
件
、
決
算
議
案
８
件
、

予
算
議
案
６
件
、
報
告
２
件
、
意
見
書
案
２
件
、
決
議
案

１
件
な
ど
の
審
議
、
ま
た
一
般
市
政
に
対
す
る
質
問
な
ど

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
審
議
の
結
果
、
提
出
議
案
は
原
案
ど

お
り
可
決
、
承
認
、
同
意
、
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
主
な
内

容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

総
額
に
、
そ
れ
ぞ
れ
２
億
３
５
７
２

万
４
０
０
０
円
を
追
加
し
、
補

正
後
の
予
算
総
額
は
、
３
４
５
億

６
７
７
４
万
８
０
０
０
円
と
な
り

ま
し
た
。

※
歳
出
補
正
の
主
な
も
の

▽
大
坪
保
育
園
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
複
合
施
設
整
備
事
業

８
５
６
万
円

▽
留
守
家
庭
児
童
ク
ラ
ブ
専
用
施

設
整
備
事
業
（
立
花
第
５
児
童

ク
ラ
ブ
）　
　
　  

１
９
１
万
円

▽
広
域
ご
み
処
理
施
設
建
設
に
係

る
地
域
振
興
事
業７

３
０
１
万
円

▽
新
規
就
農
者
支
援
事
業１２

０
万
円

▽
藩
窯
公
園
管
理
事
業１

２
９
万
円

　
次
の
意
見
書
は
、
衆
議
院
議
長
、

症
対
策
の
た
め
、
換
気
設
備
を
有

す
る
ノ
ン
ス
テ
ッ
プ
バ
ス
を
取
得

す
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
市
立
学

校
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
お
よ
び
Ｇギ

Ｉ
Ｇ
ガ
Ａ

ス
ク
ー
ル
構
想
の
実
現
の
た
め
、

小
・
中
学
校
な
ど
の
児
童
生
徒
全

員
に
配
置
す
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
パ
ソ

コ
ン
機
器
な
ど
を
取
得
す
る
も
の

で
す
。

■
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

　
委
員
光
田
紀
美
子
氏
の
任
期
が

９
月
30
日
で
満
了
す
る
こ
と
に
伴

い
、
新
た
に
西
山
太た

佳か

子こ

氏
を
任

命
す
る
た
め
、
議
会
の
同
意
を
求

め
た
も
の
で
す
。

■
工
事
請
負
契
約
締
結
の
変
更

　
松
浦
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー

■
税
条
例
及
び
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
市
税
及
び
国
民
健
康
保
険
税
の

減
免
に
係
る
申
請
書
の
提
出
期
限

を
延
長
す
る
た
め
、
関
係
す
る
２

条
例
を
改
正
し
た
も
の
で
す
。

■
留
守
家
庭
児
童
ク
ラ
ブ
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
立
花
第
５
児
童
ク
ラ
ブ
を
開
設

す
る
た
め
、
条
例
を
改
正
し
た
も

の
で
す
。

■
財
産
の
取
得
（
２
件
）

　
い
ま
り
ん
バ
ス
市
街
地
線
に
お

け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

条
例
議
案

予
算
議
案

一
般
議
案

令
和
２
年
第
３
回
定
例
会

議

会

報

告

決
算
議
案

意
見
書

一
般
市
政
に
対
す
る
質
問

決
　
議

決算審査特別委員会

加藤 奈津実

川田 　耕一

西田 晃一郎

山口 　常人

岩﨑 　義弥

中山 　光義

力武 　勝範
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（敬称略）

（委 員 長）坂本 　繁憲

（副委員長）井手 　　勲

　渡邊 洋議員が10月 30日にお亡く
なりになられました。謹んでお悔やみ
申し上げます。
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◆
出
初
式

　
新
し
い
年
を
迎
え
、『
安
全
・

安
心
の
ま
ち
づ
く
り
』
を
目
指
し
、

市
消
防
出
初
式
を
行
い
ま
す
。

●

開
催
日

　
令
和
３
年
１
月
17
日
（
日
）

●

場
　
所

　
市
民
セ
ン
タ
ー

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
入

場
は
ご
案
内
し
て
い
る
人
の
み

と
し
ま
す
。

●

問
合
先
　
消
防
調
整
課
消
防
団
係

（
　
☎
㉓
２
１
１
６
）

◆
年
末
警
戒

　
市
民
の
皆
さ
ん
が
、
安
心
し
て

新
し
い
年
を
迎
え
ら
れ
る
よ
う
、

地
元
消
防
団
員
が
夜
間
巡
回
を
行

い
ま
す
。

　
な
お
、
期
間
中
は
午
後
９
時
に

警
鐘
や
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ま
す

の
で
、
火
の
元
の
点
検
を
お
願
い

し
ま
す
。

●

期
　
間

　
12
月
28
日
（
月
）
〜
30
日
（
水
）

●

時
　
間

　
午
後
８
時
〜
12
時

消
防
団
年
末
警
戒
・
出
初
式

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
を
活
用
し

大
川
町
山
口
区
が
無
線
放
送
設
備
を
整
備

の
活
性
化
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
大
川
町
山
口
区
が
、
一
般
財
団

法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
を
活
用

し
、
無
線
に
よ
る
屋
外
放
送
設
備

を
整
備
し
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
宝
く
じ
の
収
入

を
財
源
と
す
る
社
会
貢
献
広
報
事

業
で
、
住
民
の
自
主
的
な
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
活
動
の
推
進
を
図
る
も
の

で
す
。

　
今
回
の
整
備
に
よ
り
、
災
害
発

生
時
や
緊
急
時
に
確
実
な
情
報
伝

達
が
可
能
と
な
り
、
地
域
住
民
の

安
全
確
保
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

↑整備された無線屋外放送設備

令和３年度 黒川幼稚園の園児を
募集します

●対象者
　平成 27年４月２日～平成 30年４月１日生
まれの幼児
※黒川町以外からの入園や年度途中で満３歳に
なる幼児の入園も可能です。

●受付期限
　12月 21日（月）
※土・日曜日、祝日は除く
●受付場所
　黒川幼稚園
●黒川幼稚園の特徴
　①文部科学省の教育課程に沿った教育の実践
　②質の高い幼児教育・保育の追究
　③一人一人の個性を大切にした学級経営
※完全給食・・・市内の小・中学校、義務教育
学校と同じ給食

●申し込み方法
　入園申込書・関係書類は黒川幼稚園にありま
す。直接申し込んでください。

●問合先
　黒川幼稚園（　 ☎㉗０６０９）

12月 28日（月）～１月３日（日）、市役所の一般業
務は休業します。ただし、出生や死亡、婚姻などの
戸籍の届出は、当直室で受け付けます。なお、主な
施設 ･業務の休業日は次のとおりです。

【 施　設 】
▷市民図書館　12月 28日（月）～１月４日（月）
▷市民センター　12月 29日（火）～１月３日（日）
▷国見台公園　12月 29日（火）～１月３日（日）
▷さが西部クリーンセンター
　１月１日（金・祝）～１月３日（日）
※年末は２時間待ちになるなど大変混雑するため、
　ごみの持ち込みは早めにお願いします。

【 業　務 】

▷し尿の汲
く

み取り　12月 30日（水）～１月３日（日）
▷ごみの収集　１月１日（金・祝）～１月３日（日）
※期間中は、集積所にごみを出さないでください。

●問合先　環境課リサイクル推進係（　☎㉓２１４５）

年末・年始はお休みします

《30・10運動のお約束》

料理は残さず食べよう ３
さん

０
まる

 ・ １
いち

０
まる

　運動

● 問合先　環境課リサイクル推進係（ 　☎㉓２１４５）

①注文する時は、適量を注文しましょう
②乾杯後の 30分間は、おいしい料理を楽しむ時間
にしましょう

③終了前の10分間は、残った料理をもう一度楽しみ、
食べ残しを減らしましょう

インフォメーションインフォメーションインフォメ ションインフォメーション
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●期　間　12月１日（火）～11日（金）

　　　　　 午前10時～午後６時（最終日は午後４時まで）
●会　場　市民図書館

●内　容　児童・生徒による標語・書道など、人権に関す

　　　　　  る作品の展示

今
こ
そ
人
権
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か

　
人
権
と
は
、
人
種
や
民
族
、
性
別
な
ど
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
一
人
一
人
が
生

ま
れ
た
と
き
か
ら
持
っ
て
い
る
『
自
分
ら
し
く
生
き
る
権
利
』
の
こ
と
で
す
。

　
国
際
連
合
総
会
は
『
世
界
人
権
宣
言
』
が
採
択
さ
れ
た
日
で
あ
る
12
月
10
日
を
『
人

権
デ
ー
』
と
定
め
、
日
本
で
は
12
月
４
日
か
ら
10
日
ま
で
を
『
人
権
週
間
』
と
定
め
て

い
ま
す
。『
人
権
週
間
』
は
、
お
互
い
の
違
い
を
認
め
合
い
、
そ
れ
ぞ
れ
が
大
切
な
存

在
で
あ
る
こ
と
に
気
付
く
た
め
の
週
間
で
す
。
皆
さ
ん
も
、
こ
の
機
会
に
人
権
に
つ
い

て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

●

問
合
先
　
人
権
・
同
和
対
策
課
人
権
・
同
和
対
策
係
（ 

　
☎
㉓
２
１
９
０
）

　
　
　
　
　 

生
涯
学
習
課
人
権
・
同
和
教
育
係
（ 

☎
㉓
３
１
８
６
）

・女性の人権を守ろう
・子どもの人権を守ろう
・高齢者の人権を守ろう
・障害を理由とする偏見や差別をなくそう
・同和問題（部落差別）を解消しよう
・アイヌの人々に対する偏見や差別をなくそう
・外国人の人権を尊重しよう
・ＨＩＶ感染者等に対する偏見や差別をなくそう
・ハンセン病患者・元患者・その家族に対する偏見や差
別をなくそう

・刑を終えて出所した人に対する偏見や差別をなくそう
・犯罪被害者とその家族の人権に配慮しよう
・インターネットによる人権侵害をなくそう
・北朝鮮当局による人権侵害問題に対する認識を深め
よう

・ホームレスに対する偏見や差別をなくそう
・性的指向及び性自認を理由とする偏見や差別をなく
そう

・人身取引をなくそう
・東日本大震災に起因する偏見や差別をなくそう

　人権問題には、どのようなものがあるのでしょうか。
法務省人権擁護局が定めている人権啓発活動の強調事項
を紹介します。

12
月
４
日
〜
10
日
は
『
人
権
週
間
』
で
す

さまざまな人権問題

令和２年度啓発活動強調事項

市の啓発活動を紹介します

小・中学生の人権・同和教育作品展

人権啓発パネル展

●期　間　12月４日（金）～22日（火）

　　　　　 午前８時30分～午後５時15分
　　　　　（最終日は午後４時まで）
●会　場　市役所市民ロビー

●内　容　伊万里人権擁護委員との協働による、さまざ

　　　　　 まな人権問題についてのパネル展
※上記の期間以外にも、市独自の人権啓発パネル展を市役
　所市民ロビーで実施しています（12月 2日（水）まで）。

『人権問題に関する市民意識調査』

ご協力
を

お願い
します

　市が実施するこの調査は、これまで進めてきた人権教
育・啓発の成果や問題点などを検証し、今後の取り組み
の指針となる基礎資料を得るために、５年に１度実施し
ているものです。明るく住みよいまちづくりのための大
切な調査ですので、皆さんのご協力をお願いします。

●調査対象

　18歳以上80歳未満の市民（2,000人）
　※無作為抽出
●調査方法

　対象者に調査票を郵送します。記入した調査票は、
同封している封筒に入れて返送してください。
※回答は無記名で、その内容はすべて統計的に処理し
　ます。対象者の氏名や回答内容が外部に漏れること
　はありません。
●調査時期　12月

●調査結果の公表

　『調査報告書』を作成し、令和３年４月以降に公表し
　ます。

インフォメーションインフォメーションインフォメ ションインフォメーション
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３２
風評被害を防ごう

　感染していないにも関わらず感染者
だという噂を流され、本人のみならず、
家族や勤務先が差別被害に遭うという
事例が見受けられます。
　新たな風評被害を生まないために、
誤った情報や不確かな情報をむやみに
拡散しないようにしましょう。

感染者の出た職場や家族を
非難しない

　感染者だけではなく、その職場、
家族などへの誹

ひ

謗
ぼう

中傷や差別的な
言動は、感染の表面化を遅らせ、
感染拡大防止の妨げになることを
認識しましょう。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
差
別
を
な
く
そ
う

報道されている人権侵害の事例

■ 感染者とその家族に対して
・本人を特定し、その個人情報を勝手に公開する
・移動経路、家族関係、交友関係などを勝手に公開する
・感染は本人の責任であると中傷する
・家に石が投げられたり、壁に落書きをされたりする

■ 医療や介護の従事者、生活維持に必要な職種の人に対して
・店舗への入店、公共交通機関の利用を断られる
・家族のデイケア通院や子どもの保育などの利用ができなくなる
・医療施設などに、心ない貼り紙をする

■ 海外からの帰国者などに対して
・海外から帰国したことだけをもって中傷する
・定められた隔離期間を経た後に、さらに隔離や閉居を強要する

■ 出身国などに基づく差別
・流行地域の出身であることをもって中傷する
・出身地域に帰れとののしる

■ その他の人権侵害行為
・他の都道府県ナンバーの自動車にあおり運転をしたり傷つけたりする
・自粛の範囲を守って営業する店舗に対し、閉店などを強要する
・感染者であるか否かに関わらず、故意に咳などを相手にかける

　冷静になって考えてみてください。私たち
が戦うべき相手は、人ではなくウイルスです。
正確な情報を入手し、人権に配慮した行動を
とることによって、この困難を乗り越えてい
きましょう。

新型コロナウイルス感染症に関する人権侵害を防ぐ３つのポイント

１
感染者を非難しない

　感染は誰にでも起こる可能性があ
り、感染者は非難される対象ではなく、
守られるべき存在です。「自分が感染し
たら…」と考えたときに、他の人から
されたら嫌だと思うことは、他人にも
しないという気持ちを持ちましょう。

●みんなの人権１１０番　　（☎ 0570-003-110）平日の午前８時30分～午後５時15分
●子どもの人権１１０番　　（☎ 0120-007-110）平日の午前８時30分～午後５時15分
●外国語人権相談ダイヤル　（☎ 0570-090-911）平日の午前９時～午後５時
●人権啓発センターさが　　（☎ 0952㉕ 7229）　 平日の午前９時～午後５時

気軽に相談してください

新 ナウイル 感染症 関する人権侵害を防ぐ のポイント

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
不
安
や
恐
れ
か
ら
、
感
染
し
た

人
や
そ
の
家
族
、
医
療
・
運
送
・
生
活
必
需
品
販
売
な
ど
に
関
わ
る
人

た
ち
が
差
別
を
受
け
る
事
態
が
起
き
て
い
ま
す
。
こ
の
ウ
イ
ル
ス
は
い

ま
だ
不
明
な
点
が
多
い
た
め
、
感
染
症
に
関
わ
る
人
を
不
必
要
に
避
け

る
な
ど
、
過
剰
な
反
応
や
差
別
的
な
行
動
を
取
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
し
か
し
、
不
確
か
な
情
報
や
誤
解
な
ど
に
よ
っ
て
、
人
権
を

侵
す
こ
と
は
決
し
て
許
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
差
別
や
人
権
侵
害
が
起
き

な
い
よ
う
に
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

インフォメーションインフォメーションインフォメ ションインフォメーション
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固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月
１

日
現
在
の
土
地
・
家
屋
・
償
却
資

産
の
所
有
者
に
対
し
て
課
税
さ
れ

ま
す
。
家
屋
を
新
築
・
増
築
・
解

体
し
た
場
合
は
届
け
出
を
し
て
く

だ
さ
い
。

　
特
に
解
体
の
届
け
出
は
、
誤
っ

た
課
税
を
防
ぐ
た
め
の
重
要
な
情

報
に
な
り
ま
す
。

●

届
出
方
法

▽
新
築
・
増
築
　
電
話

▽
解
体
　
解
家
届
出
書
を
提
出

※
解
家
届
出
書
は
税
務
課
に
あ
る

ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

●

届
出
期
限

　
12
月
18
日
（
金
）

●

届
出
・
問
合
先

　
税
務
課
固
定
資
産
税
係

（
　
☎
㉓
２
１
４
９
）

家
屋
の
新
築
・
増
築
・

解
体
は
届
け
出
を

　
確
定
申
告
の
と
き
に
添
付
が
必

要
と
な
っ
て
い
る
、
国
民
健
康
保

険
税
、
介
護
保
険
料
、
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
料
の
納
付
証
明

書
（
は
が
き
）
を
、
令
和
３
年

１
月
下
旬
に
納
付
者
に
郵
送
し

ま
す
。

※
納
付
証
明
書
に
記
載
す
る
金
額

は
、
令
和
２
年
中
に
普
通
徴
収

（
口
座
振
替
ま
た
は
納
付
書
）
で

納
付
し
た
国
民
健
康
保
険
税
、

介
護
保
険
料
、
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料
で
す
。

※
特
別
徴
収
（
年
金
天
引
）
が
あ

る
人
は
、
日
本
年
金
機
構
か
ら

送
付
さ
れ
る
源
泉
徴
収
票
に
記

載
さ
れ
た
額
と
、
今
回
、
市
か

ら
郵
送
す
る
納
付
証
明
書
の
額

を
合
算
し
て
確
定
申
告
を
し
て

く
だ
さ
い
。

●

問
合
先

▽
国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て

　
税
務
課
収
納
対
策
室

　（
　
☎
㉓
２
１
５
２
）

▽
介
護
保
険
料
に
つ
い
て

　
長
寿
社
会
課
介
護
給
付
係

　（
　
☎
㉓
２
１
５
４
）

▽
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
に
つ

い
て

　
市
民
課
年
金
保
険
係

　（
　
☎
㉓
２
１
５
３
）

納

付

証

明

書

を

送

付

し

ま

す

　
確
定
申
告
の
際
、
身
体
障
害
者

手
帳
等
を
持
た
な
い
人
も
、
税
法

上
の
『
障
害
者
控
除
』
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
対
象
者
に
は

『
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
通
知

書
』
を
交
付
し
ま
す
の
で
、
必
要

な
人
は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

●

対
象
者

　
12
月
31
日
現
在
、
65
歳
以
上
で

要
介
護
状
態
区
分
が
要
介
護
２

以
上
の
人
の
う
ち
、
次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
人

▽
認
知
症
高
齢
者
の
日
常
生
活
自

立
度
が
ラ
ン
ク
Ⅱ
以
上
と
判
定

さ
れ
て
い
る
人

▽
障
害
高
齢
者
の
日
常
生
活
自
立

度
（
寝
た
き
り
度
）
が
ラ
ン
ク

Ａ
以
上
と
判
定
さ
れ
て
い
る
人

●

手
続
に
必
要
な
も
の

　
印
鑑
（
朱
肉
使
用
の
も
の
）

※
代
理
で
申
請
す
る
場
合
は
、
代

理
人
の
印
鑑
も
必
要
で
す
。

●

申
請
・
問
合
先

　
福
祉
課
障
害
福
祉
係

（
　
☎
㉓
２
１
５
６
）

障
害
者
控
除
対
象
者

認
定
で
税
負
担
を
軽
減

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
（
市
民
意
見
提
出
手
続
制
度
）

伊
万
里
市
第
５
次
高
齢
者
福
祉
計
画
及
び
第
８
期
介
護

保
険
事
業
計
画
（
骨
子
案
）
へ
の
意
見
を
募
集
し
ま
す

　
よ
り
多
く
の
市
民
の
意
見
を
参
考
に
す
る
た
め
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
を
実
施
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

パブリックコメント案内
◆意見提出をお願いする資料
　伊万里市第５次高齢者福祉計画及び第８期介護保険事
業計画（骨子案）

◆意見募集期間
　12月 11日（金）～令和３年１月12日（火）
◆案の公表場所・入手先
(1) 長寿社会課、情報政策課情報公開・統計係、各コミュ
　  ニティセンター、市民図書館
(2)市ホームページ　https://www.city.imari.saga.jp/
◆意見の提出方法
　意見は、住所・氏名（または団体名）を明記のうえ、次
のいずれかの方法により提出してください。

①メール　choujushakai@city.imari.lg.jp
②郵　便　〒848-8501  伊万里市立花町1355番地１
　伊万里市役所　長寿社会課
③直接提出　案の公表場所・入手先 (1) のいずれか
④ファックス　㉒７８４４
◆問合先
　長寿社会課介護給付係（　☎㉓２１５４）

　
市
で
は
、
平
成
29
年
度
に
策
定

し
た
『
伊
万
里
市
第
４
次
高
齢
者

福
祉
計
画
及
び
第
７
期
介
護
保
険

事
業
計
画
』
に
基
づ
き
、
高
齢
者

が
安
心
で
健
や
か
な
暮
ら
し
が
で

き
る
よ
う
な
取
り
組
み
を
推
進
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
医
療
や
介
護
、

生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
切
れ

目
な
く
提
供
す
る
『
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
』
の
確
立
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

　
現
計
画
の
期
間
が
今
年
度
で
終

了
す
る
た
め
、
新
た
な
計
画
を
策

定
し
ま
す
。

インフォメーションインフォメーションインフォメ ションインフォメーション
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▼
は
篤
志
寄
付
で
す
。

ご
寄
付

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

次
の
方
か
ら
ご
寄
付
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

※
10
月
１
日
〜
31
日
受
付
分

（
敬
称
略
、
希
望
者
の
み
掲
載
）

《
福
祉
基
金
》

▼
二
万
円

　
北
村
商
店
（
白
石
町
）

第800号記念 広報伊万里クイズ（10月号）正解と抽選結果

10 月号に掲載した『第 800 号記念広報伊万里クイズ』は、市内外から 37人の応募がありました。
11月４日に厳正なる抽選を行い、当選者に賞品引換券を発送しました。ご応募ありがとうございました。

番 号 問　題 答　え 掲載号

１ 昭和29年の市制施行後、初代市長を決める選挙が行われた期日は。 ５月16日
昭和 29年
４月号

２ 昭和47年に決定した市の『木』と『花』は、何でしょう。 木：マキ
花：つつじ

昭和47年
12月号

３
昭和61年11月27日に開通した伊萬里津大橋には、『古伊萬里』を再現し
た大壺が飾られています。この壺の高さは、何センチメートルでしょうか。

150（㎝）
昭和61年
12月号

４
気軽に市立図書館の本を利用してもらおうと、平成３年６月15日か
ら移動図書館がスタートしました。この移動図書館の愛称は。

ぶっくん
平成３年
６月号

５
黒曜石の産地として知られる『腰岳』は、○○○万年前に噴火したと
推定されています。○の中に入る数字は。

260
平成５年
８月号

● 問合先　情報政策課シティプロモーション推進室（☎㉓４３１３）

公式アカウントを
リニューアルしました

　これまで運用していた『伊万里移住サポート』
のアカウントをリニューアルしました。充実した
内容で情報発信をします。
　伊万里のいつもの風景や、ワクワクするような
情報を、今まで以上に発信していきます。皆さん
もぜひフォローしてください。

● アカウント
　伊万里市シティプロモーション（@imar_ouen）

● 問合先　情報政策課シティプロモーション推進室

（ 　☎㉓４３１３）

ＷＥＢ会議の背景に伊万里の美しい風景などの
画像が使えます

　市では、伊万里の祭りや美しい風景の画像をWEB
会議や取引先との打ち合わせなどに使えるバーチャ
ル背景として、２つのポータルサイトに掲載してい
ます。また、パソコンのデスクトップ画面にも使用
できます。どなたでも使用できます。あなたも好き
な伊万里の画像を見つけて使ってみませんか。

● 掲載サイト

①『バーチャル背景でリモートワーク
　　旅の気分を楽しもう！』
◆運　営　株式会社ポニーキャニオン

◆サイト
　https://local.ponycanyon.co.jp/
virtual-background/index.html

②地域応援オンライン名刺付きバーチャル
　背景メイカー『ふるさとメイシー』
◆運　営　株式会社イーハイブ

◆サイト　https://www.smappon.jp/
　meishionline.html

● 問合先　情報政策課シティプロモーション推進室

（ 　☎㉓４３１３）

公
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暮 ら し の チ ャ ン ネ ル

l i f e  c h a n n e l

子育て支援センターに
遊びにきませんか

子育てに関する悩みや相談を受けています。
一人で悩まず気軽に相談してください。
①お誕生会（要申込）12月生まれの
　乳幼児とその保護者

▷日　時　12月 16日（水）
　　　　午前10時 30分～正午

▷場　所　子育て支援センターぽっぽ

②つくしんぼランド（要申込）
就園前の乳幼児とその保護者が集い、

歌や簡単な製作などを行います。

▷日　時　12月 23日（水）
　　　　午前10時～正午

▷場　所　市民センター・リハーサル室
◆申込・問合先　子育て支援センターぽっぽ

（　 ☎㉓５１９７）

　
伊
万
里
湾
環
境
保
全
対
策
協
議

会
で
は
、
伊
万
里
湾
の
環
境
保
全

を
呼
び
か
け
る
啓
発
活
動
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。
き
れ
い
な
海
を

守
る
た
め
に
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

●

身
近
に
で
き
る
こ
と

▽
ご
み
の
ポ
イ
捨
て
を
し
な
い

▽
食
べ
残
し
、
飲
み
残
し
を
出
さ

な
い
よ
う
に
す
る

▽
流
し
台
で
は
、
三
角
コ
ー
ナ
ー

や
ろ
紙
袋
を
使
用
し
、
生
ご
み

が
流
れ
出
な
い
よ
う
に
す
る

伊
万
里
湾
を
大
切
に

し

ま

し

ょ

う

お
知
ら
せ

▽
食
器
を
洗
う
と
き
は
、
適
量
の

洗
剤
を
使
う

▽
フ
ラ
イ
パ
ン
に
付
い
た
油
は
よ

く
拭
き
取
っ
て
か
ら
洗
う

▽
廃
油
（
天
ぷ
ら
油
な
ど
）
は
、

吸
収
紙
や
凝
固
剤
を
使
用
し
、

直
接
排
水
し
な
い

▽
シ
ャ
ン
プ
ー
や
リ
ン
ス
な
ど
は

適
量
を
使
う

●

問
合
先

　
松
浦
市
役
所
内
・
伊
万
里
湾
環

境
保
全
対
策
協
議
会
事
務
局

（
☎
０
９
５
６
　
１
１
１
１
）

　
佐
賀
県
事
業
引
継
ぎ
支
援
セ
ン

タ
ー
は
、
国
か
ら
委
託
を
受
け
て

佐
賀
商
工
会
議
所
が
運
営
し
て
い

る
公
的
機
関
で
す
。

　
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の

第
三
者
承
継
や
従
業
員
承
継
な

ど
、
事
業
承
継
に
関
連
し
た
さ
ま

ざ
ま
な
相
談
に
応
じ
、
次
世
代
へ

の
ス
ム
ー
ズ
な
経
営
の
引
き
継
ぎ

を
支
援
し
ま
す
。

●

日
　
時
　
12
月
18
日
（
金
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

●

場
　
所

　
市
民
セ
ン
タ
ー

※
相
談
を
希
望
す
る
場
合
は
、
電

話
で
予
約
が
必
要

●

対
　
象

▽
後
継
者
不
在
な
ど
、
事
業
承
継

の
課
題
が
あ
る
人

▽
経
営
上
の
問
題
な
ど
に
よ
り
、

事
業
継
続
を
悩
ん
で
い
る
人

▽
事
業
引
き
継
ぎ
に
よ
る
事
業
拡

大
や
起
業
・
創
業
を
考
え
て
い

る
人

●

相
談
料
　
無
　
料

●

申
込
・
問
合
先

　
佐
賀
県
事
業
引
継
ぎ
支
援
セ
ン

タ
ー
・
伊
藤
、
西
原

（
☎
０
９
５
２
⑳
０
３
４
５
）

※
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　h
ttp
://w
w
w
.saga-

ko
u
keish

a.jp
/

伊
万
里
地
区
事
業
承
継

個

別

相

談

会

72

市
民
図
書
館

保
健
だ
よ
り

市
民
相
談
ほ
か

お

知

ら

せ

募

集

広報伊万里への企業広告のお申し込みは、山口印刷株式会社までお願いします（☎㉒５１８８） 242020.12広報伊万里



暮らしのチャンネル暮らしのチャンネル暮らしのチャンネル

※
別
途
、
材
料
費
２
５
０
０
円
が

必
要

《
焼
き
物
づ
く
り
教
室
》

●

期
　
間
（
全
３
回
開
催
）　

　
令
和
３
年
２
月
８
日
（
月
）・
９
日

（
火
）・
10
日
（
水
）

●

募
集
人
数

●

受
講
料
　
１
組
３
０
０
０
円

い
、
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

《
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
方
式
》

　
税
務
署
で
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
を

取
得
し
て
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

※
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
の
取
得
を

希
望
す
る
場
合
は
、
申
告
す
る

本
人
が
運
転
免
許
証
な
ど
の
顔

写
真
付
き
の
本
人
確
認
書
類
を

持
参
の
う
え
、
税
務
署
で
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

●

問
合
先

　
伊
万
里
税
務
署
個
人
課
税
部
門

（
☎
㉓
３
１
４
９
）

《
お
菓
子
づ
く
り
教
室
・
バ
レ
ン
タ

イ
ン
特
集
》

●

期
　
間
（
各
期
全
３
回
開
催
）　

▽
第
１
期
　
令
和
３
年
１
月
13
日

（
水
）・
18
日
（
月
）・
20
日
（
水
）

▽
第
２
期
　
令
和
３
年
１
月
25
日

（
月
）、
27
日
（
水
）、
２
月
１

日
（
月
）

※
１
組
に
つ
き
第
１
期
・
第
２
期

い
ず
れ
か
の
参
加

●

募
集
人
数
　
各
期
６
組
（
１
組

３
人
ま
で
）

●

受
講
料
　
１
組
２
０
０
０
円

　
12
月
10
日
か
ら
16
日
ま
で
は
、

『
北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
週

間
』
で
す
。

　
平
成
18
年
６
月
に
、『
拉
致
問

題
そ
の
他
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人

権
侵
害
問
題
へ
の
対
処
に
関
す
る

法
律
』
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権

侵
害
問
題
に
関
す
る
国
民
の
認
識

を
深
め
る
と
と
も
に
、
国
際
社
会

と
連
携
し
つ
つ
北
朝
鮮
当
局
に
よ

る
人
権
侵
害
問
題
の
実
態
を
解
明

し
、
そ
の
抑
止
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

　
拉
致
問
題
を
風
化
さ
せ
な
い
た

め
に
、
理
解
と
関
心
を
深
め
ま

し
ょ
う
。

●

問
合
先

　
伊
万
里
警
察
署
警
備
課

（
☎
㉓
３
１
４
４
）

　
確
定
申
告
は
、
自
宅
か
ら
パ
ソ

コ
ン
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
利
用

で
き
る
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
が
便
利
で
す
。

●

送
信
方
法

《
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
方
式
》

　『
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
』
と

『
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
対
応
の

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
』
ま
た
は
『
Ｉ

Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
』
を
使

北
朝
鮮
人
権
侵
害

問

題

啓

発

週

間

※
別
途
、
材
料
費
３
０
０
０
円
が

必
要

《
共
通
事
項
》

●

時
　
間

　
午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分

●

場
　
所
　
市
民
セ
ン
タ
ー

●

対
象
者
　
市
内
ま
た
は
市
近
郊

　
に
住
む
小
学
生
以
上
の
人
（
大

人
同
士
の
参
加
も
可
）

※
小
・
中
学
生
は
成
人
の
家
族
同

伴
、
高
校
生
は
家
族
の
承
諾
が

必
要

●

募
集
期
限
　
12
月
25
日
（
金
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

※
欠
席
に
よ
る
受
講
料
・
材
料
費

の
返
還
は
不
可

●

応
募
・
問
合
先
　
市
民
セ
ン
タ
ー

（
　
☎
㉒
３
９
１
１
）

確
定
申
告
は
自
宅
か
ら

ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
で
送
信

募
　
　
集

カ
ル
チ
ャ
ー
講
座
受
講
生

佐賀県後期高齢者医療広域連合第４次広域
計画改訂（案）及び第２期長寿健康づくり
事業実施計画見直し（案）の意見を募集

● 募集期間　
　12月 11日（金）～25日（金）
● 公表する資料の閲覧場所　
▷佐賀県後期高齢者医療広域連合のホームページ
　および事務局

▷伊万里市役所　市民課年金保険係

● 問合先

　佐賀県後期高齢者医療広域連合業務課企画・
保健係（☎０９５２64８４７６）

　平成31年２月に策定した第４次広域計画につ

いて、後期高齢者の状況に応じたきめ細かな保健
事業の実施を推進するため、本広域連合と市町の
連携に関する事項について定めます。

　また、平成 30年３月に策定した第２期長寿
健康づくり事業実施計画について、中間評価後
に必要に応じた計画内容の見直しを行います。

グループ ８日 ９日 10日

Ａ ろくろ 下絵 上絵

Ｂ 下絵 上絵 ろくろ

Ｃ 上絵 ろくろ 下絵

※各グループ４組（１組２人）まで

市
民
図
書
館

保
健
だ
よ
り

市
民
相
談
ほ
か

お

知

ら

せ

募
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新型コロナウイルス感染症の影響で、中止・延期・内容の変更となる場合があります。
詳しくは、各問い合わせ先に確認してください。25 2020.12広報伊万里



健
康
管
理
、
工
芸
実
習
、
見
学

研
修
会
、
地
域
活
動
の
基
礎
知

識
　
な
ど

●

主
な
講
義
会
場

　
唐
津
市
高
齢
者
ふ
れ
あ
い
館
り

ふ
れ
（
唐
津
市
）

●

受
講
期
間

　
令
和
３
年
４
月
か
ら
２
年
間

※
週
１
回
、
年
間
30
日
開
講
、
60

講
座

●

受
講
料

　
年
額
３
万
６
７
５
０
円
（
消
費

税
込
み
）

●

募
集
期
限
　
令
和
３
年
３
月
22

日
（
月
）
必
着

●

応
募
方
法

　
入
学
願
書
を
提
出

※
ゆ
め
さ
が
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
申
し
込
み
可
能
で
す
。

●

応
募
・
問
合
先

　
ゆ
め
さ
が
大
学
事
務
局

（
☎
０
９
５
２
㉛
４
１
６
５
）

　
子
育
て
世
代
の
求
職
者
と
企
業

を
つ
な
ぐ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。

『
学
ぶ
』『
知
る
』『
体
験
す
る
』
の

３
つ
の
ス
テ
ッ
プ
で
、
あ
な
た
の

「
働
き
た
い
」
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま

す
。
就
労
を
希
望
す
る
人
の
ほ
か
、

子
育
て
や
介
護
な
ど
家
庭
と
の
両

立
で
、
い
ず
れ
働
き
た
い
と
考
え

て
い
る
人
も
参
加
で
き
ま
す
。

広告

暮らしのチャンネル

●

日
　
時

　
12
月
20
日
（
日
）

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

●

場
　
所

　
立
花
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

●

内
　
容

　
外
国
人
居
住
者
と
交
流
し
、
外

国
の
文
化
や
子
ど
も
の
遊
び
体

験
を
行
う

●

対
象
者
　
市
内
小
学
生

●

参
加
料
　
無
　
料

●

募
集
期
限

　
12
月
17
日
（
木
）

※
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要

●

応
募
・
問
合
先

　
ま
ち
づ
く
り
課
多
文
化
共
生
係

（
　
☎
㉒
７
０
４
６
）

※
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　m
achizukuri@

city.im
ari.lg.jp

楽
し
く
学
ん
で
仲
間
も
増
え
る
。

シ
ニ
ア
の
た
め
の
学
習
講
座
で
す
。

●

応
募
資
格

　
お
お
む
ね
60
歳
以
上
の
人

●

募
集
人
数
　
50
人

●

開
校
曜
日
　
火
曜
日

●

講
義
内
容
　
現
代
社
会
の
動
き
、

ふ
る
さ
と
を
知
る
、
シ
ニ
ア
の

『
さ
が
マ
マ
ワ
ー
ク
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
参
加
者

募
　
　
集

国
際
交
流
ひ
ろ
ば
参
加
者

●日　時　令和３年１月24日（日）
午前10時～午後３時

※集合場所などの詳しい内容は、後日参加者

のみに案内します。
● 対　象　市内在住・在勤、または結婚を機
に伊万里市に住む意思がある 40～ 49 歳

の独身の人
●参加料　2,500円（ＢＢＱ代などとして）
●応募方法　メールまたは電話
●募集人数　男・女各８人
※応募多数の場合は、抽選
●募集期限　令和３年１月14日（木）
●応募・問合先　まちづくり課内市婚活応援
推進協議会（ 　☎㉓２９５０）

※メールアドレス　deai@city.imari.saga.jp

冬のＢＢＱ♪カキ焼きコン

婚活イベント♥ ♥

ゆ

め

さ

が

大

学

唐

津

校

学

生

●

問
合
先

　
Ｗ
ｏ
ｒ
ｋ
Ｓ
ｔ
ｅ
ｐ
株
式
会
社

（
☎
０
９
５
２
　
２
０
７
５
）

　
特
設
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト

　h
ttps://saga-m

am
aw
ork.n

et

●

募
集
訓
練
科
・
人
数

①
Ｉ
Ｔ
中
級
科
　
22
人

②
医
療
事
務
・
介
護
事
務
養
成
科

20
人

●

場
　
所

①
県
地
域
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー

（
佐
賀
市
）

②
株
式
会
社
ニ
チ
イ
学
館
佐
賀
支
店

（
佐
賀
市
）

●

訓
練
期
間

①
令
和
３
年
２
月
２
日
（
火
）
〜

４
月
27
日
（
火
）

②
令
和
３
年
２
月
25
日
（
木
）
〜

６
月
17
日
（
木
）

●

募
集
期
限

①
令
和
３
年
１
月
５
日
（
火
）

②
令
和
３
年
１
月
25
日
（
月
）

●

入
所
選
考
日

①
令
和
３
年
１
月
21
日
（
木
）

②
令
和
３
年
２
月
９
日
（
火
）

●

受
講
料

　
無

　
料

※
別
途
、
教
材
費
な
ど
が
必
要

●

応
募
先

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
伊
万
里

●

問
合
先
　
県
立
産
業
技
術
学
院

就
職
支
援
課

（
☎
０
９
５
２
　
４
３
３
０
）

60

委

託

訓

練

生

（

２

月

開

講

）

74
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毎週火曜日は午後７時まで住民票・税証明などの交付業務を行っています（市役所のみ） 262020.12広報伊万里
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曽野綾子／著
ポプラ社

新刊案内
　
健
太
が
住
む
村
に
、
移
動
図
書
館

が
来
て
く
れ
る
。
本
の
返
却
を
頼
ま

れ
た
健
太
は
、
車
を
待
っ
て
い
た
。

じ
り
じ
り
じ
り
！
鳴
り
響
く
音
と
と

も
に
、移
動
図
書
館
『
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
号
』

が
や
っ
て
き
た
。
白
い
ひ
げ
の
お
し
ゃ

れ
な
館
長
さ
ん
と
黒
い
制
服
姿
の
女

性
の
運
転
手
。
車
の
ド
ア
を
開
け
た

ら
本
が
ぎ
っ
し
り
、
そ
こ
に
図
書
館

が
現
れ
る
。
本
に
惹
き
つ
け
ら
れ
た

健
太
は
中
に
入
り
込
み
、
一
冊
の
本

に
ど
き
っ
と
し
た
。が
た
ん
。そ
の
時
、

移
動
図
書
館
が
走
り
出
し
た
の
だ
。

　
著
者
自
身
、
人
生
の
節
目
ご
と
に

新
し
い
生
活
を
試
み
て
は
、
決
意
ど

お
り
に
は
い
か
な
か
っ
た
と
語
り
ま

す
。
半
生
を
惰
性
で
生
き
て
き
た
と

言
い
つ
つ
も
、
そ
の
特
性
が
大
き
な

罪
を
犯
す
こ
と
に
つ
な
が
ら
な
く
て

よ
か
っ
た
と
い
う
お
お
ら
か
さ
は
、

生
き
て
い
く
う
え
で
、
ぜ
ひ
身
に
付

け
て
お
き
た
い
も
の
で
す
。

　
１
７
３
個
に
及
ぶ
見
出
し
に
沿
っ

て
、
短
め
の
、
時
に
は
数
行
で
終
わ

る
エ
ッ
セ
イ
が
連
な
っ
て
い
ま
す
。

　
90
年
の
人
生
を
生
き
て
き
た
力
の

あ
る
言
葉
に
触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

廣嶋玲子
　　ほか／著
講談社

『じりじりの
移動図書館』

７・14・21日、28日（館内整理休館）

29日～１月４日（年末年始休館）

12月の休館日

12月の巡回日
●問合先　市民図書館（　☎㉓４６４６）

※このほか、保育園や小学校、企業を巡回しています。各巡回場所での滞在時間は、15分～30分です。

私の『７Ｂｏｏｋｓ』を
募集しています

　市民図書館には、40か所のテー
マ展示コーナーがありますが、そ
の１か所では市民がお薦めする本
を紹介する『７Books』を展示して
います。
　勇気づけられた本や感動した本
など、『私のとっておきの本』を図
書館で紹介してみませんか。
◆参加方法
　図書館の窓口や電話、メールで
氏名と連絡先、本のタイトル（７冊）
をお知らせください。
※市民図書館が所蔵している本に
限ります。

※展示の際は、匿名（ニックネーム）
で紹介します。

『新しい生活』

新型コロナウイルス感染症の影響で、中止・延期・内容の変更となる場合があります。
詳しくは、各問い合わせ先に確認してください。

暮らしのチャンネル

広告

日 巡 回 場 所 時　間

10日
（木）

山代コミュニティセンター 11:00̃
二里コミュニティセンター 11:00̃
松浦コミュニティセンター 13:30̃
大川コミュニティセンター 14:00̃

11日
（金）

ケアハウスいまり 11:30̃
原 屋 敷 公 民 館 13:40̃

15日
（火）

JA 滝 野 出 張 所 11:30̃
国 見 公 民 館 14:00̃
国 見 団 地 集 会 所 14:40̃

16日
（水）

西 光 苑 14:00̃
ケ ア セ ン タ ー く ち い し 15:00̃

18日
（金）

市 民 セ ン タ ー 11:30̃
Ｊ Ａ 大 川 支 所 14:00̃
こ ど も ハ ー ト フ ル
セ ン タ ー ひ ま わ り 園 14:00̃

デ イ あ さ ひ ／ か り ん 14:40̃

22日
（火）

楽 寿 園 14:00̃
ユ ー ト ピ ア 14:00̃

日 巡 回 場 所 時　間

３日
・
24日
（木）

東山代コミュニティセンター 11:00̃
波多津コミュニティセンター 11:00̃
黒川コミュニティセンター 14:00̃
南波多コミュニティセンター 14:00̃

４日
・
25日
（金）

お た っ し ゃ 倶 楽 部 11:00̃
田 代 公 民 館 11:30̃
JA 前 平 出 張 所 14:00̃
デ イ な が や ま 14:00̃

８日
（火）

立 川 公 民 館 11:30̃
る り こ う 苑 10:45̃
山 口 病 院 14:15̃

９日
（水）

大川内町鼓バス停横 11:00̃
向 陽 園 14:00̃
西 田 病 院 14:10̃
伊万里鍋島焼会館 14:30̃
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休日・夜間急患医療センターでは、夜間小児診療をしています（月～金曜日：午後８時～10時）。
電話でお子さんの様子を説明してから来所してください。（☎㉓９９１０）

暮らしのチャンネル

●問合先　健康づくり課（　☎㉒３９１６）

◆ 子どもの健診　　　健診は母子保健法に基づいて実施しています。発育確認のために必ず受けましょう。

事業名 実施日 対　象 内　容 場　所 備　考

３か月児健診
生後３か月～
４か月になる
とき

令和２年９月生

身体測定、診察など
佐賀県、福岡県、
長崎県内の医療
機関

　乳児一般健康診査受診票
と母子健康手帳を持参して
ください。
　乳児一般健康診査受診票
は、市の保健師や母子保健
推進員が各家庭に『赤ちゃ
ん訪問』をするときに渡し
ます。

10か月児健診
生後10か月～
11か月になる
とき

令和２年２月生

１歳６か月児健診 12月３日（木） 令和元年５月生

身体測定、歯科・
内科診察、相談、
フッ化物塗布（希
望者のみ300円） 市民センター

　対象者には通知します。
時間を分けて案内しますの
で、指定された時間に来て
ください。
　問診票と母子健康手帳を持
参してください。３歳８か月児健診 12月10日（木） 平成29年４月生

身体測定、歯科・
内科・耳鼻科診察、
相談

◆ 相談・教室　　場所は、いずれも市民センターです。予約制で行いますので、前日までに電話で予約してください。

事業名 実施日 対　象 内　容 時　間

市民健康相談 12月８日（火） 特定健診結果が気になる人など 管理栄養士・保健師による相談 午前９時～午後３時

ストレスケア相談 12月８日（火） 原則40歳未満の人 臨床心理士による相談 午前９時～午後３時

妊産婦乳幼児相談 12月14日（月） 妊産婦・乳幼児 身体測定、育児相談、栄養相談、おっぱ
い相談など 午前９時30分～ 11時

※新型コロナウイルス感染症の状況により日程を変更する場合があります。変更は市ホームページに掲載します。

◆ 大人の健診
　　新型コロナウイルス感染症の影響で、特定健康診査などをまだ受診していない人が多いようです。インフルエンザが流行する
　前の12月までに受診することをお勧めします。
　●集団健診は、12月 21日（月）～ 25（金）に市民センターで実施します。受診する場合は、健康づくり課へ申し込んでく
　　ださい。医療機関で受診する人は、令和3年 3月 31日（水）まで受診できます。

　●『子宮頸
けい

がん検診無料クーポン券』は今年度21歳の女性が対象で、期限は2月 28日（日）です。
　※詳しくは、市のホームページまたは広報伊万里4月号で確認してください。

不妊治療費用の補助

●対象者
　市に住民票があり、1年以
上住んでいる夫婦。夫婦の
前年度の所得合計が730万
円未満であること

●補助対象
　健康保険が適用されない人
工授精や体外授精、顕微授
精などの不妊治療に要した
費用

●補助金額　上限10万円
※申請は年度内1回のみ
●申請方法
　市のホームページで確認する
か、問い合わせてください。

インフルエンザ予防接種

●対象者
　接種当日 65 歳以上の人。
60歳以上 65歳未満で、心
臓や腎臓、呼吸器などの障
害で身体障害者手帳 1級に
相当する人

●料　金　1,400円
●期　限　12月 31日（木）
●場　所
　医療機関（市のホームペー
ジで確認できます）
※接種の 5日前までに、医療
機関に申し込んでください。

年末・年始の急病は
『休日・夜間急患医療センター』へ

　年末・年始（12月 31日（木）～ 1月
3日（日））の急病時は、『休日・夜間急
患医療センター』を利用できます。診療
時間は、午前9時～午後5時です。
※必ず電話してから来所してください。

（☎㉓９９１０）

小児救急電話相談

　子どもの急な病気で困ったら、まずは
電話で相談してください。医師や看護師
が相談に応じます。
●時　間　　午後7時～翌朝8時（毎日）

インターネットも利用できます。
https://www.qq.pref.saga.jp/
（☎＃８０００、０９５２㉔２２００）
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新型コロナウイルス感染症の影響で、中止・延期・内容の変更となる場合があります。
詳しくは、各問い合わせ先に確認してください。

省エネ性能に優れた照明
　家庭で使用する照明の電球を省エネ性能の優れた製品に取り替えるこ
とで、効果的な節電・省エネにつながります。また、製品の寿命は白熱
電球の約1,000時間に対し、電球型ＬＥＤランプは約40,000時間で、
買い替えも少なく済みます。

●問合先　
　環境課生活環境係（　☎㉓２１４４） ■ 参考 : 資源エネルギー庁のホームページ　 https://www.enecho.meti.go.jp/

暮らしのチャンネル

54Ｗの白熱電球を９Ｗの電球型
ＬＥＤランプにした場合
※年間2,000時間使用で計算

年間約2,430円の節約
二酸化炭素排出量 43.9kgの削減

消費者ホットライン１８８とは

12月の市民相談
相談窓口名 開設日 時　間

（濃い青は正午～午後１時を除く）
場　所 問合先

法律相談　※要予約 第２・４水曜日
（９日・23日） 午前10時～午後３時

市民相談室
まちづくり課市民相
談室
㉓２１３３

司法書士相談　※要予約 第３水曜日（16日） 午前10時～正午

公証人相談　※要予約 第３木曜日（17日） 午前10時～午後３時

人権相談 第１・３火曜日
（１日・15日） 午前10時～正午

不動産相談 第２木曜日（10日） 午前10時～午後３時

行政相談 第３金曜日（18日） 午前９時～正午

消費生活相談 月～金曜日
※29～ 31日は除く 午前９時～午後４時 市民相談室 消費生活センター

㉓２１３６
家計相談
（ファイナンシャルプランナー
相談）　※要予約

第２火・第４日曜日
（８日・27日）

午前９時～午後７時（８日）
午前９時～正午（27日）

税務課 税務課収納対策室
㉓２１５２

年金相談　※要予約 金曜日 午前９時30分～午後３時30分 面接室 唐津年金事務所
０９５５　５１６１

身障者相談 第４木曜日（24日） 午前10時～午後３時 面接室
福祉課障害福祉係
㉓２１５６

心の健康相談 月・火・木・金曜日
※29・31日は除く 午前９時～午後３時30分 福祉課障害

福祉係

女性相談  ※面談は要予約 月・水・金曜日
※30日は除く 午前９時～午後３時45分 相談電話番号　㉒６７６３

労働相談 第３月曜日（21日） 午前10時～午後４時 面接室
佐賀働き方改革推進
支援センター
0120-610-464

72

　　消費者ホットライン１
い

８
や

８
や

は、お近くの消費生活センターなどの消費者相談窓口を案内することにより、

消費生活相談の最初の一歩をお手伝いするものです。

　　『悪徳商法などによる被害に遭った』、『ある製品を使い、けがをしてしまった』、『お試し購入のはずが、

定期購入契約になっていた』などの消費トラブルで困っていませんか。

　　そんなときは一人で悩まずに、全国どこからでも３桁の電話番号でつながる消費者ホットライン『１８８

（いやや！）』に相談してください。専門の相談員がトラブル解決を支援します。
 　●相談先　市消費生活センター（☎㉓２１３６）
　　　　　　消費者ホットライン（☎１８８（いやや））
　 ●問合先　まちづくり課市民相談室　（☎㉓２１３３）
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４
月
の
機
構
改
革
に
伴
い
編
集
室
の

場
所
が
変
わ
っ
て
約
８
か
月
が
た
ち
、

外
の
景
色
も
変
わ
り
ま
し
た
。
仕
事
柄
、

編
集
作
業
で
目
を
酷
使
す
る
の
で
な
る

べ
く
外
を
眺
め
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

席
か
ら
『
伊
万
里
富
士
』
が
見
え
る
の

で
す
が
、
日
に
よ
っ
て
表
情
が
変
わ
る

の
で
す
。
は
っ
き
り
と
見
え
る
日
も
あ

れ
ば
、
白
く
霞か
す

ん
で
見
え
る
日
も
あ
り

ま
す
。
場
所
が
変
わ
っ
て
気
付
い
た
こ

と
で
す
。
さ
て
、
２
０
２
０
年
も
残
り

１
か
月
。
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
で
イ
ベ
ン
ト
が
次
々

と
中
止
と
な
り
、
通
常
の
紙
面
作
成
が

で
き
な
い
…
。
そ
れ
を
チ
ャ
ン
ス
と
捉

え
る
か
、
不
幸
と
捉
え
る
か
。
第
３
波

到
来
で
コ
ロ
ナ
収
束
へ
の
道
が
霞
む
中
、

新
し
い
状
況
に
順
応
す
る
大
切
さ
を
学

ん
だ
気
が
し
ま
す
。
今
年
も
さ
ま
ざ
ま

な
気
付
き
や
学
び
が
あ
り
ま
し
た
。
皆

さ
ん
は
ど
の
よ
う
な
年
で
し
た
か
。（
智
）
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（　）は前月比

人の動き

最
優
秀
賞

『自分らしくあるために』
大坪地区子ども会

前原　太郎 さん（大坪小６年）

『音楽と共に』
大坪地区子ども会

山
やま

嶺
りょう

　心
み

花
はな

 さん（伊万里中３年）

第 54回 子ども話し方大会

 小学生の部 

　11月３日、市民図書館で第54回子ども話し方大
会がありました。これは、市子ども会連合会が『美
しいことばと豊かな心を育てる青少年の集い』をテー
マに毎年開催しているもので、各町・地区子ども会
から 29人（小学生15人、中学生14人）が参加し
ました。子どもたちは、新型コロナウイルス感染症
の影響による環境の変化で感じたことやクラブ活動
で学んだことなどについて、体験を通した自分の考
えを力強く発表しました。

《
優
秀
賞
》

▽『
私
を
見
つ
め
直
す
こ
と
』

　
黒
川
町
子
ど
も
会

　
松
本
　
紬
つ
む
ぎ 

さ
ん

　（
青
嶺
中
３
年
）

《
優
良
賞
》

▽『
自
分
を
変
え
た
い
』

　
伊
万
里
地
区
子
ど
も
会

　
小
林
　
依え

奈な 

さ
ん

　（
啓
成
中
３
年
）

▽『
聴
こ
え
な
い
か
ら

気
付
い
た
こ
と
』

　
松
浦
町
子
ど
も
会

　
山
口
　
友と
も

花か 

さ
ん

　（
東
陵
中
３
年
）

▽『
夢
を
叶
え
る
た
め
に
』

　
波
多
津
町
子
ど
も
会

　
津
田
　
彩い

吹ぶ
き 

さ
ん

　（
青
嶺
中
３
年
）

 中学生の部 

《
優
秀
賞
》

▽『
好
き
を
描
い
て

生
き
て
い
く
』

　
黒
川
町
子
ど
も
会

　
牟
田
　
恋こ

こ

菜な 

さ
ん

　（
黒
川
小
６
年
）

《
優
良
賞
》

▽『
運
動
会
を
終
え
て
』

　
大
川
町
子
ど
も
会

　
鷹
取
　
伶れ

奈な 

さ
ん

　（
大
川
小
６
年
）

▽『
ち
が
い
を
こ
え
た

そ
の
先
に
』

　
立
花
地
区
子
ど
も
会

　
岩
本
　
惺せ

い

良ら 

さ
ん

　（
立
花
小
６
年
）

▽『
日
本
舞
踊
が
教
え
て

く
れ
た
こ
と
』

　
東
山
代
町
子
ど
も
会

　
杉
原
　
慧け
い

祐す
け 

さ
ん

　（
東
山
代
小
６
年
）

↑左から山領さん、松本さん、小林さん、津田さん ↑左から前原さん、牟田さん、鷹取さん、岩本さん、杉原さん

編  

集  

室  

か  

ら
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